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(この施設は、市費等のほか、年金積立金還元融資を受けて建設されました)

福祉の村まもなく完成

　みんなで守育よ岡崎市民憲章
　

１、緑と太陽のもと、祖先の遺産を大切に、

　美しい心をみがきます。　　　　　　　　　a
f!r1，

　わたしたちの住む岡崎のまちは､恵まれた自然と､香り高い文化に育くまれ。　　　　―、ぶ^^
た歴史と伝統のまちとして歩みつづけてまいりました。

　このふるさと岡崎の美しい青空と水を大咄こ保存し、由緒ある史跡を後世に

伝え、思いやりある美しい心をみがいて、心豊かな生活を送りたいものです。

市政だよ りの早期配布にご協力ください

４⑩
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福　祉　の　村
秘
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我
が
国
の
社
会
福
祉
は
、
世
界
経

済
の
変
動
に
伴
い
大
き
く
揺
れ
動
い

て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
こ
う
い
う
時

園
を
移
転
し
、
老
人
セ
ン
タ
ー
清
楽

荘
を
加
え
て
、
名
実
と
も
に
福
祉
の

総
合
拠
点
と
し
て
福
祉
の
村
が
完
成

し
ま
す
。

　
多
く
の
か
た
た
ち
に
親
し
ま
れ
、

喜
ん
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
こ
と
を

期
待
い
た
し
ま
す
。

福
祉
の
総
合
拠
点

福
祉
の
村
四
月
」
日
オ
ー
プ
ン

所名
在
地称

こ
そ
福
祉
の
後
退
は
許
さ
れ
な
い
も
　
敷
地
面
積

の
と
考
え
、
岡
崎
市
は
、
積
極
的
に

心
の
か
よ
う
温
か
み
の
あ
る
ま
ち
づ
　
　
建
物
面
積

く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
国
か
ら
指
定
を
受
け
た
身
体
障
害
　
建
設
費

者
モ
デ
ル
都
市
の
環
境
整
備
事
業
に

続
き
、
こ
の
た
び
、
福
祉
の
一
層
の

向
上
と
充
実
を
図
る
た
め
、
身
体
障

害
者
セ
ン
タ
ー
友
愛
の
家
、
精
神
薄

弱
者
授
産
セ
ン
タ
ー
希
望
の
家
、
福

祉
の
村
体
育
館
の
新
設
と
併
せ
て
、

精
神
薄
弱
児
療
育
セ
ン
タ
ー
若
葉
学

岡
崎
市
福
祉
の
材

岡
崎
市
欠
町
字
清
水
出

七
番
地
一

四
六
、
二
八
六
平
方
メ
ー

ト
ル

三
、
九
四
〇
平
方
メ
ー
ト

ル七
三
、
三
三
二
万
円

開
所
式
　
昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日

一
般
見
学
　
四
月
一
日
午
後
一
時
三

　
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
四
月
二
日
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
　
皆
さ
ん
の
見
学
を
お
待

　
ち
し
て
お
り
ま
す
。

利
用
開
始
　
四
月
三
日

｜

　
お
と
し
よ
り
の
た
め
に
、
各
睡
の

相
談
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
健
康
の

増
進
、
教
養
の
向
上
及
び
レ
ク
リ
ェ

Ｉ
シ
ョ
ン
等
を
通
し
て
お
互
い
の
親

睦
を
図
り
、
お
と
し
よ
り
に
健
康
で

明
る
い
生
活
を
お
く
っ
て
い
た
だ
く

た
め
に
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　
教
養
講
座
　
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

　
活
動
、
入
浴
事
業
、
休
育
館
及
び

　
ス
ポ
ー
ツ
広
場
を
利
川
し
て
楽
し

清　楽　荘

－

を三弦

　
み
な
が
ら
の
体
力
づ
く
り
。

休
館
日
　
月
曜
日
、
市
制
記
念
日
、
祝
日

　
一
月
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
、

　
十
二
月
二
十
九
口
か
ら
十
二
月
三
十

　
一
日
ま
で

利
用
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で

利
用
方
法
　
六
十
五
歳
以
上
の
方
は

　
老
人
手
帳
を
、
六
十
歳
か
ら
六
十

　
四
歳
ま
で
の
方
は
、
交
付
を
受
け

　
た
利
用
証
を
受
付
に
提
示
し
て
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
団
体
で

　
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
あ
ら
か
ヒ

　
め
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ち
え
お
く
れ
の
三
歳
以
上
の
幼
児

を
主
休
に
、
通
園
バ
ス
で
通
い
、
自
立

に
必
要
な
指
導
を
行
い
ま
す
。
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岡崎市福祉の村配置図

べ

定
員
　
三
十
五
名

入
園
方
法
　
入
園
を
希
望
さ
れ
る
万

　
は
、
岡
崎
児
童
相
談
所
又
は
、
若

　
葉
学
園
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

－
－
―

こ’

　
企
業
に
雁
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難

な
拓
郎
薄
弱
者
を
通
所
さ
せ
て
、
自

活
に
必
要
な
生
活
指
導
及
び
職
業
指

　　　一一
希望の家

f‾　‾‾

Ｉ　　　　　H二 - ―^

一 一 一

導
を
行
っ
て
、
社
会
生
活
の
適
応
性

を
高
め
ま
す
。

作
業
科
目
　
印
刷
糾
、
木
工
科
、
軽

　
作
業
科

定
員
　
三
十
名

入
所
方
法
　
ト
五
歳
以
上
で
入
所
を

　
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
事
務
所

　
又
は
、
希
望
の
家
へ
ご
相
談
く
だ

　
さ
い
。

Q!●ii
｡七･t:S:;

　
在
宅
障
虫
‥
者
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

需
要
に
対
処
す
る
た
め
に
、
次
の
事

業
を
継
続
的
、
計
画
的
に
行
う
こ
と

に
よ
り
、
社
会
生
活
へ
の
適
応
性
を

高
め
、
柵
祉
の
増
進
を
図
り
ま
す
。
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事
業
内
容
　
更
生
相
談
、
機
能
回
復

　
訓
練
、
生
活
訓
練
、
教
養
講
座
、

　
創
作
、
軽
作
業
指
導
、
介
護
技
術

　
指
導
、
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
ェ
ー

　
シ
ョ
ン
指
導
等

休
館
日
　
月
畷
日
、
市
制
記
念
日
、

　
一
月
一
日
か
ら
一
月
三
日
ま
で
、

　
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
十
二
月
三

　
十
一
日
ま
で

利
用
時
間
　
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

　
時
ま
で
。
た
だ
し
、
市
長
が
認
め

　
た
場
合
は
夜
間
の
利
用
も
で
き
ま

　
す
。
夜
間
の
利
用
に
つ
い
て
は
あ

　
ら
か
じ
め
許
可
を
受
け
て
く
だ
さ

　
い
。
夜
間
の
利
用
時
間
は
午
後
九

　
時
ま
で
と
し
ま
す
。

利
用
方
法
　
身
休
障
害
者
手
帳
を
受

　
付
に
提
示
し
て
、
ご
利
用
く
だ
さ

・萱23－6 １ ７ １社会生活課年金係

い
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
い
な
い
方
は
、
利
用
証
の

友愛の家
ダ

　
ｊ
ｌ
ｌ

ド
　
一
二

　
い
ま
実
施
さ
れ
て
い
る
国
民
年
金

の
特
例
納
付
の
締
切
り
は
６
月
末
日

で
す
。
あ
と
３
ヵ
月
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。

　
こ
の
制
度
は
、
一
時
の
思
い
違
い

や
、
忙
し
さ
に
ま
ぎ
れ
た
り
、
経
済

上
の
理
由
な
ど
か
ら
、
閥
民
年
金
に

ま
だ
加
入
し
て
い
な
い
人
や
、
保
険

料
を
滞
納
し
て
年
金
権
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
な
ど
に
つ
い
て
、
未
納
の

｜

　
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

　
集
会
室
等
団
体
で
利
用
さ
れ
る
場

　
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
予
約
を
し
て

　
く
だ
さ
い
。

心
身
障
害
児
通
園
事
業
　
二
歳
ま
で

　
の
ち
え
お
く
れ
の
幼
児
と
、
五
歳

　
ま
で
の
身
体
に
障
害
の
あ
る
幼
児

　
を
主
体
に
。
母
子
で
通
園
し
て
。

　
日
常
生
活
に
必
要
な
指
導
と
集
団

　
生
活
へ
の
適
応
訓
練
を
受
け
ま
す
。

　
　
通
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
福

　
祉
の
村
管
理
事
務
所
へ
お
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
の
村
を
利
川
さ
れ
る
方
の
健

康
増
進
、
機
能
回
復
訓
練
、
ス
ポ
ー

ツ
及
び
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
等

期
間
を
払
い
込
め
ば
年
金
権
が
与
え

ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
が
最
後
に
な

り
ま
す
。

　
保
険
料
の
未
納
期
間
一
ヵ
月
に
つ

い
て
、
４
千
円
の
割
で
保
険
料
を
払

い
込
め
ば
よ
く
、
分
納
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

　
な
お
、
明
治
4
4
年
４
‐
月
ｌ
目
以
前

に
生
ま
れ
た
人
や
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
奥
さ
ん
な
ど
任
意
加
入
の
人
は
、

こ
の
特
例
納
付
は
で
き
ま
せ
ん
、

　
な
お
、
国
民
年
金
に
加
入
し
な
く

の
場
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　
団
体
で
利
用
さ
れ
る
場
合
及
び
夜

間
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。
夜
間
の
利
川
時
間
は
午

後
九
時
ま
で
で
す
。

収
容
人
員
　
五
百
人

設
備
内
容
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ

て
も
、
7
0
歳
以
上
に
な
れ
ば
誰
で
も

年
金
を
受
け
ら
れ
る
も
の
と
勘
違
い

を
し
て
い
る
人
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、

掛
金
を
し
な
く
て
も
7
0
歳
か
ら
受
給

で
き
る
老
齢
福
祉
年
金
は
、
明
治
4
4

年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
に

限
ら
れ
、
明
治
４
　
１
年
４
月
２
日
以
後

に
生
ま
れ
た
人
は
掛
金
を
し
な
い
限

り
い
く
ら
歳
を
と
っ
て
も
、
何
の
年

金
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
思
い
違
い
の
な
い
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

　
Ｉ
卜
一
面
　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー

　
ト
ー
面
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト

　
三
面
　
卓
球
台
六
台

　
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
は
、
管
理

事
務
所
又
は
各
施
設
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

福祉の村体育館

ゴ
ー
］

e
ｒ
ｒ

'り;こべ心．
いヽ，..‘ヽ

－ヽ^^イ
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仁嶮ｲ．
の匹ヽ

テ　ラ　ス

懲肩
で締切り

m納付

あと

国民:
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高
齢
者
に

岡
崎
市
高
　
　

1
1
1
1
1
1
高
齢
者
能
力
活
川
協
会
と
は
、
高

町
化
社
会
に
応
え
る
た
め
、
高
齢
者

の
「
生
き
が
い
」
「
健
康
の
増
進
」

1
1
1
1
1
「
社
会
参
加
」
を
め
ざ
し
て
発
足
し

だ
団
体
で
す
。

1
1
1
1
1
1
高
齢
の
た
め
就
職
が
む
ず
か
し
い

が
た
や
、
も
う
就
職
す
る
こ
と
は
望

ん
で
い
な
い
が
、
長
年
の
経
験
や
技

暇
を
生
か
し
働
く
こ
と
に
よ
り
、
社

会
の
た
め
に
役
立
ち
た
い
と
顎
う
健

圧
な
か
た
が
集
ま
っ
て
、
民
間
事
業

厦
、
各
家
庭
か
ら
高
齢
者
に
ふ
さ
わ

じ
い
仕
事
を
引
き
受
け
。
な
ん
ら
か

1
1
1
1
1
1
の
収
入
を
得
て
、
各
人
の
希
望
と
経

験
に
応
じ
た
仕
事
に
従
事
し
て
い
く

1
1
1
1
1
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
▼
事
業
所
・
ご
家
庭
の
み
な
さ
ん

1
1
1
1
1
1
こ
ん
な
と
き
に
協
会
の
ご
利
用
を

堕
　
人
を
屁
う
ほ
ど
で
は
な
い
が
、

1
1
1
1
1
1
き
ま
っ
た
期
間
中
に
一
定
の
仕
事

1
1
1
1
1
　
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き

②
急
に
臨
時
の
仕
事
が
で
き
て
、

1
1
1
1
1
1
高
齢
者
に
適
し
て
い
る
と
考
え
ら

1
1
1
1
1
　
れ
る
と
き

屡
　
留
守
番
や
家
事
の
手
伝
い
を
頼

」
　
み
た
い
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
仕

1
1
1
1
1
1
事
で
も
歓
迎
し
ま
す
。

1
1
1
1
1
1
▼
仕
事
の
内
容

1
1
1
1
1
1
封
筒
の
ハ
ガ
キ
の
あ
て
名
書
き
、

証
書
の
毛
筆
、
原
紙
書
き
、
書
類
の

整
理
や
伝
票
整
理
、
集
計
事
務
や
調

事
を

｜

活
用
協
会
　
豊
2
4
1
5
７
２
９

査
事
務
、
簡
単
な
手
先
仕
事
、
庭
の

清
掃
、
除
草
、
植
木
の
手
入
れ
、
あ

と
片
付
け
、
置
場
の
整
理
、
簡
単
な

大
工
仕
事
、
留
守
酢
、
家
事
の
補
助

な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ご
利
用
の
申
込
み
・
問
合
せ
先

　
岡
崎
巾
鳥
齢
者
能
力
活
用
協
会
事

務
局
（
朝
日
町
三
丁
目
十
七
番
地
・

岡
崎
巾
福
祉
会
館
内
　
公
二
四
－
五

七
二
九
）

ね
た
芦

料
で
／

　
ね
た
き
り
の
お
年
寄
り
の
か
た
で
。

家
族
の
人
手
が
な
い
か
た
に
、
衛
生

と
健
康
の
た
め
に
布
団
の
丸
洗
い
、

乾
燥
等
を
無
料
で
次
の
と
お
り
行
っ

て
い
ま
す
。

　
４
月
乾
燥
、
７
月
丸
洗
い
、
９
月

乾
燥
≫
―
(
2
‥
‥
月
殺
菌
、
脱
臭
、
２
月
乾

燥
。

　
対
象
者
は
在
宅
ね
た
き
り
老
人
の

か
た
で
、
一
回
に
敷
布
団
、
掛
布
団
、

毛
布
を
４
枚
ま
で
行
い
ま
す
の
で
、

家
族
の
か
た
は
地
区
民
生
委
貝
、
ま

た
は
社
会
生
活
課
老
人
係
（
公
2
3
－

6
1
4
7
）
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
ｎ

ひ
と
り

イ
ン

設
置

　
ひ
と
り
ぐ
ら
し
で
相
談
相
手
が
な

く
、
孤
独
な
生
活
を
送
っ
て
み
え
る

6
5
歳
以
上
の
低
所
得
の
か
た
に
、
お

隣
り
の
人
な
ど
と
話
が
で
き
る
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
お
貸
し
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
か
た
は
地
区
民
生
委
貝

ま
た
は
社
会
生
活
課
老
人
係
（
容
2
3

1
・
6
1
4
7
）
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

生
活
‘

融

---

を
さ
い

　
社
会
生
活
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
　
　
　
a
2
3
1
6
1
4
5

　
一
時
的
に
生
活
に
困
ら
れ
た
か
た

に
、
そ
の
資
金
の
融
資
あ
っ
せ
ん
を

し
、
生
活
の
立
直
し
を
は
か
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　
申
込
人
の
資
格

ｏ
市
内
に
引
続
き
１
年
以
上
庄
ん
で

ぃ
る
こ
と

に
融
資
金
の
使
途
は
、
次
に
該
当
す

る
こ
と

　
ア
、
震
災
、
風
水
害
、
火
災
、
そ

　
　
の
他
の
災
審
を
受
け
、
ま
た
は

　
　
盗
難
に
か
か
っ
た
と
き

　
イ
、
本
人
ま
た
は
本
人
と
生
計
を

　
　
と
も
に
す
る
親
族
が
、
病
気
、

　
　
負
傷
、
結
婚
、
死
亡
、
ま
た
小

　
　
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
。

　
　
盲
学
校
、
ろ
う
学
校
、
養
護
学

　
　
校
に
入
学
し
た
と
き

　
ウ
、
住
宅
の
修
繕
を
す
る
と
き

　
エ
、
ア
か
ら
ウ
ま
で
に
掲
げ
る
事

　
　
実
の
ほ
か
、
特
に
必
要
が
あ
る

　
　
と
認
め
た
場
合

い
‥
市
税
を
完
納
し
、
現
に
こ
の
制
度

の
融
資
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

　
連
帯
保
証
人
　
原
則
と
し
て
不
要
。

た
だ
し
、
信
用
保
険
の
基
準
要
件
に

あ
わ
な
い
場
合
は
、
連
帯
保
証
人
一

人
を
要
し
ま
す
。

　
信
用
保
険
　
取
扱
金
融
機
関
が
負

批
す
る
融
資
金
額
に
係
る
信
用
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
融
資
を
受
け
る
額
　
３
万
円
か
ら

最
高
3
0
万
円
ま
で

　
融
資
期
間
　
妓
高
3
7
ヵ
月
以
内

　
融
資
利
率
　
年
５
・
７
％

　
償
還
　
償
還
方
法
は
１
ヵ
月
す
え

置
き
後
、
毎
‐
月
の
割
賦
払
い

　
申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　
社
会
生
活
課
消
費
生
活
係

資
金
に
七

皇ご
利
一

の
か
た

　
岡
崎
市
公
益
質
屋

　
　
　
　
　
　
　
豊
2
2
－
2
1
0
7

　
一
時
的
な
資
金
に
お
困
り
の
場
合

は
、
手
続
き
が
簡
単
で
低
利
な
公
益

質
屋
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
金
額
　
質
物
に
応
じ
、
―
世
帯
に

つ
き
1
0
万
円
以
内

　
貸
付
利
率
　
―
力
月
Ｏ
・
５
％

　
（
１
万
円
に
つ
き
１
ヵ
月
5
0
円
）

　
申
込
先
　
岡
崎
市
亀
井
町
１
丁
口

2
5
番
地
　
岡
崎
市
公
益
質
屋
（
豊
2
2

1
2
1
0
7
）

　
利
用
時
間
　
平
日
　
午
前
８
時
3
0

分
か
ら
午
後
５
時
。
土
曜
日
　
午
前

８
時
3
0
分
か
ら
午
後
Ｏ
時
3
0
分

高
節

岡
崎
市

ａ
2
3
－
８
７
0
5

　
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
商
齢
者

の
無
料
職
業
紹
介
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
生
活
の
第
一
線
を
引
退
さ
れ
た

か
た
で
健
康
と
生
き
が
い
の
た
め
に

職
業
を
お
求
め
の
か
た
は
、
紹
介
あ

っ
旋
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
高
齢
者

能
力
活
用
協
会
と
も
ど
も
お
気
軽
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
場
所
　
岡
崎
市
朝
日
町
３
の
1
7

岡
崎
市
福
祉
会
館
緑
の
家
内

　
相
談
日
　
毎
日
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
た
だ
し
土
曜
日
の
午

後
、
日
曜
日
お
よ
び
祝
祭
日
を
除
き

ま
す
。



家
康
・
歴
史
行
列

- ･

第15回岡崎市民

サッカー大会(高校の部)．

　　４月２日～４日

城西高校・岡崎北高校

　　午前H 時～　　　　　，

演　奏

月　５

　八

午後６時～
・

　 べ

. j

" ・

／－之

　日

幡

心
one

宮

第16回

岡崎市庭球大会

　　４月５日～6日
岡崎公園テニスコート
　　午前9時~

華道栄心流

い　け　ば　な　展

　　４月５ロ～６日

束海銀行東岡崎支店

山　七　ビ　ル　４　Ｆ

みどりと花をふやす

市　民　ま　つ　り

　　４月５日～６日

菅　生　川　河　川　蚊

　午前10時～午後4時

第11回岡崎市民

麻　雀　大　会

　　４　月　６　Ｈ
北　部　公　会　堂

●ﾚ⊇呻や二午後4時
第10回岡崎市民

バドミントン選手権大会

　　４　月　６　日

岡　崎　市　休　育　館

　　午前９時～

昭和55年度春季

岡崎市民射撃大会

　　４　月　６　日
藤川町藤川射撃場
　　午前9時~

第15回岡崎市民
サッカー大会

(7日～16日・公園ナイター)

　　４　月　６

県営サッカ
　　午前９時～

□

－ 場

ｉ

ゝ

湯茶の無料接待

(６日のみおたのしみゲーム)

専

　４月１日～15H
売公社岡崎営業所

-

物
即

産
・

畜
評

農
品

-

売会

　　　４月５日～6日
，竹生川河川敷左岸

゛日本雲鳳流吟詠大会

，　　４　月　６　日

゜岡崎商工会議所

メ　午前９時30分～午後5時

　
参
加
料
　
２
、
０
０
０
円

　
申
込
期
間
　
３
月
1
5
日
（
土
）
～
４
月
３
日
（
木
）

　
申
込
場
所
　
御
輿
列
保
存
会
豊
2
1
－
5
5
1
7

　
そ
の
他
　
当
日
午
前
９
時
か
ら
竜
城
神
社
で
化
粧
着
付
け
を

行
い
ま
す
。
行
列
へ
の
参
加
は
、
能
昆
不
動
山
と
篭
田
公
園
の

２
ヵ
所
か
ら
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

し
ｆ
ｌ
ｌ
―
ｊ
ｌ
―
－
｜
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｉ
ノ
ペ
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
郷
美

岡

-

土文化財

術　刀　剣

４月１日～15日

展
展

崎　　　　城

　　.__.._.___
- －

　６

"

夜ざくら照明

　　４月１日～15日

　(開花の状況により変更

　いたします)

岡崎公喇、伊貿川一帯

桜まつり写真撮影会

岡崎市観光協会　豊23－6217

-

家康・歴史行列

写真撮影コンクール

市

４

内

　■･挙

月　６　日
　主　要　路
●゛

１
１
－

ユ
佃
Ｉ

　
　
ノ
Ｘ

/

１●’

　
４
月
６
日
（
日
）
雨
天
中
止

　
参
加
人
員
　
約
１
、
０
８
０
名

　
参
加
乗
馬
　
1
3
頭

　
参
加
車
両
　
2
1
台

　
行
列
行
進
路
と
予
定
時
間

　
伊
賀
八
幡
宮
出
発
（
午
後
１
時
）

～
康
生
交
差
点
（
午
後
１
時
4
5
分
）

Ｉ
篭
田
公
園
（
午
後
１
時
5
5
分
）
Ｉ

島
町
交
差
点
（
午
後
２
時
1
0
分
）
～

束
岡
崎
駅
前
（
午
後
２
時
2
0
分
）
～

菅
生
川
川
蚊
（
午
後
２
時
　
1
0
分
）

　
家
康
行
列
の

　
　
　
お
稚
児
さ
ん
募
集

　
日
時
　
４
月
６
日
（
ロ
）
午
後
１

時
　
伊
賀
八
幡
宮
出
発



仮
な

‐
－
‐
・

－
／

昭和55年3 月15日

第22回榊原圭以好

アートバレエ公演

　　４　月　13　日

岡　崎　市　民　会

　午後l時～５時

館

K

/"’

１

　 ゝ －

♂
－
―
　
－
－

ド

午
後
２
時
2
0
分
予
定

　
　
　
　
　
　
‘

Ｉ
ヴ
、
．
．
一

　
参
加
人
員
　
約
３
、
１
０
０
ひ
Ｕ

　
出
発
時
間
　
▼
束
班
（
束
別
院
’
）

午
後
１
時
卯
分
　
▼
北
班
（
能
見
神

明
寓
）
午
後
２
時
　
▼
南
班
（
吹
火

公
園
）
午
後
１
時
5
5
分

　
終
着
地
点
　
岡
崎
公
園
ク
ラ
ウ
ン

第14回岡崎市軟式

野球大会(中学校の部)

　４月12日･l:^日･20日
城北中学校・葵中学校
　午後川徊O分～

第32回岡崎市民

軟式庭球大会(lli)

　4　月　13　H
岡崎公園ｆニスコート

　午tjij9時～
・ - - 　 － -

　 　 　 ミ

第20回岡崎市民

剣道野試合大会

　　４　月　13　日
岡崎公園グラウンド
　午ll'J9時30分～

第22回愛知東西

対抗ボクシング大会

　　４　月　13　日
岡崎i>岡グラウンド
　午後i時～

第17回岡崎市民

弓　道　大
心
Z3J

　4　i]　13　日

岡　崎　公　喇　り　道　場

r-iiい時30分～

　　ｉ

一

－ ／

４
月
1
2
日
（
土
）
雨
天
中
止

市政だより

音
楽
パ
レ

第９回岡崎市民

アーチェリー大会
４

営
午

県

　月　６　日

　洋　弓　場

前101|卜

第10回

錦　鯉　品　評　会

　　４　ｊ･１　６　Ｈ

菅4り11 河ill 戦/r.岸

岡崎市老人クラブ

愛　吟　者　大　会

　　4　I]　l:^　日

岡崎市総合陥祉センター

お　か　ざ　き

第25回全三河

アマチユフフ将棋大会

　　4　　)1　　6　　日

　　-･1-.　町　叫　別　院

午前9時30分～

―
’
－

午|iij'io時30分～午後3時30分

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～　　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ岡崎春の

市民川

　4　J･j
岡

午

崎

前

会大
　
Ｈ

柳
1
3

勤労会館人教令
11tl卜午後s時

　
昨
年
六
月
、
岡
崎
城
・
家
康
館
建

設
幣
備
委
‥
‥
ハ
会
が
発
足
し
て
、
岡
崎

公
喇
を
城
址
公
閲
と
し
て
幣
備
し
て

ゆ
く
坊
４
　
　
方
針
か
打
ち
出
さ
れ
、
家

康
館
の
建
設
位
置
も
閥
崎
公
園
内
四
四
四

二
の
丸
（
戦
災
前
の
図
書
館
跡
）
に

決
定
さ
れ
、
現
在
調
在
整
地
作
業
が

巡
行
中
で
す
。

　
家
康
館
は
、
郷
上
の
英
傑
徳
川
家

康
の
人
川
像
の
探
求
と
地
方
の
時
代

的
背
景
の
理
解
に
役
立
つ
施
設
と
し

て
、
ま
た
史
跡
文
化
の
政
庫
と
い
わ

れ
る
当
地
方
の
既
存
観
光
文
化
施
設

と
の
連
携
を
は
か
っ
て
、
三
河
地
城

を
一
体
と
し
た
広
域
脱
光
文
化
の
拠

点
施
設
と
し
て
す
す
め
ら
れ
て
い
る

の
で
す
　
こ
の
饉
設
費
川
の
一
部
に

つ
い
て
は
、
募
金
部
会
が
設
け
ら
れ

募
金
活
動
に
入
り
、
昭
和
五
十
六
年

度
完
成
を
目
標
に
推
進
さ
れ
て
い
ま

す
、

第14回岡崎市民軟式

野球オ丿レスター一大会

　　４　II　６　Ｈ

岡崎公1*1グラウ，

　午IJil9峙20分～

ト

全三河金魚品評大会

　　　　.･1　　II　　6　　1」

岡　　　崎　　　公　　　園

書門西三学童展

　　4 n＼2＼]～13日

岡　崎　市　芙　術　館

昭和55年度春季

剛ffiD,民総合卓球大会

岡

４

崎

午前

)]　l:^　日

巾　休　介　館

9 I!.卜

脳

III―

感きΣ

観光課観光施設係　豊23－6384

. ●



8 －

55年度

緑と花を育てる｢春の市民まつり｣

四ふ/ゝﾊ/･八ﾏ.へ.w/ﾆ

ＵＵ

よ

施　　　?
--　■　Jj

４月は緑と花推進月間

m容所[|　；

ヒ...-､_＿

花
い
つ
ば
い
運
動

　
学
区
花
壇

　
　
　
コ
ン
ク
ー
ル

①
期
間
中

②
花
壇
設
置
学
区

③
学
区
の
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
を
行
い
、

　
花
を
通
し
て
明
る
く
庄
み
よ
い
社

　
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

①
実
施
学
区

み
か
わ
く
ろ
ま
つ

　
　
盆
栽
展

　
　
（
技
術
指
導
・
即
売
）

①
３
月
2
7
口
（
木
）
　
・
2
8
日
（
金
）

②
市
役
所
正
面
ロ
ビ
ー

③
全
国
に
誇
る
み
か
わ
く
ろ
ま
つ

　
（
市
の
木
）
を
主
休
と
し
て
、
愛

　
好
家
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

①
岡
崎
盆
栽
会

さ
く
ら
ま
つ
り
協
賛

　
み
ど
り
と
花
を
ふ
や
す

市
民
ま
つ
り
（
即
売
と
相
談
）

①
４
‥
り
５
日
（
土
）
・
６
日
（
日
）

②
乙
川
河
川
敷

③
即
売
（
破
水
、
苗
木
、
花
苗
、
錦

　
鯉
、
野
菜
、
鵬
卵
、
各
種
盆
栽
、

　
観
襲
植
物
）
、
品
評
会
、
相
談
コ

　
ー
ナ
ー

①
岡
崎
市
民
運
動
推
進
連
絡
協
議
会
、

　
岡
崎
都
市
美
化
協
会

市
の
木

「
み
か
わ
く
ろ
ま
つ
」

　
　
苗
木
無
料
配
布

①
４
月
2
0
日
（
日
）
～
2
7
日
（
日
）

②
市
緑
化
セ
ン
タ
ー

③
市
政
だ
よ
り
４
月
1
5
日
号
に
引
換

　
券
（
キ
リ
ト
リ
部
分
）
を
印
刷
し

　
ま
す
の
で
、
引
換
え
て
く
だ
さ
い
、

１
　
岡
崎
市

｜

洋
ラ
ン
展

（
技
術
指
導
・
即
売
）

①
４
月
2
1
日
（
月
）
・
2
2
日
（
火
）

　
四
Ｊ
Ｈ
（
水
）

②
市
役
所
正
面
ロ
ビ
ー

１
　
三
河
地
方
の
誇
る
「
ミ
ル
ト
ニ
ア
」

　
を
主
体
と
し
て
、
愛
好
家
の
作
品

　
を
紹
介
し
ま
す
、

④
閻
崎
ラ
ン
友
会

さ
つ
き
展

（
技
術
指
導
・
即
売
）

忿
５
月
．
2
0
日
｛
火
｝
・

　
９
９
　
　
日
（
木
）

②
市
役
所
正
面
ロ
ビ
ー

21

日
（
水
）

②
市
内
の
さ
つ
き
愛
好
家
の
作
品
を

　
集
め
、
展
示
品
評
会
を
行
い
ま
す
一

１
　
岡
崎
さ
つ
き
愛
好
会

三
河
の

　
「
さ
つ
き
」
ま
つ
り

　
　
　
（
技
術
指
導
・
即
売
）

①
５
月
９
４
一
日
（
土
）
～
６
月
１
日

　
　
（
日
）

②
六
名
公
園
正
而
入
口
よ
り
北
方
向

　
１
５
０
メ
ー
ト
ル
（
２
４
８
号
線

　
バ
イ
パ
ス
沿
広
場
）
　
・
市
緑
化
セ

③
全
国
一
を
誇
る
三
河
の
さ
つ
き
を

　
展
示
し
、
品
評
会
を
行
い
ま
す
。

①
三
河
さ
つ
き
会
、
岡
崎
さ
つ
き
愛

　
好
会

緑
と
花
推
進

　
ポ
ス
タ
ー
・
習
字

　
児
童
生
徒
作
品
展

－
１
－
ｉ
―
ｌ
ｌ

①
６
月
４
日
（
水
）
～
８
日
（
日
）

②
岡
崎
芙
術
館

②
小
中
学
佼
児
童
生
徒
の
作
品
展
に

　
よ
り
、
緑
化
思
想
の
高
揚
を
は
か

り
ま
す
。

④
岡
崎
市
小
巾
学
校
緑
化
推
進
委
貝
会

菊
づ
く
り

　
　
講
　
習
　
会

（
技
術
指
導
・
苗
交
換
即
売
会
）

①
６
月
８
日
（
日
）

②
甲
山
会
館

③
菊
苗
の
植
替
技
術
講
習
と
、
苗
の

　
交
換
即
売
を
行
い
ま
す
。

④
三
河
菊
花
協
会

市
民
の
花

　
　
花
菖
蒲
展

　
　
（
技
術
指
導
・
即
売
）

①
６
月
1
1
日
（
水
）
～
１
　
１
日
（
土
）

②
市
役
所
正
而
ロ
ビ
ー

③
愛
好
家
に
よ
る
作
品
の
展
示
を
行

　
い
ま
す
。

④
花
菖
蒲
・
バ
ラ
愛
好
会
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●

保
留
地
予
定
地
の

　
　
　
処
分
を
し
ま
す

岡
崎
宇
頭
土
地
区
画
整
理
組
合

岡
崎
市
役
所
開
発
指
導
課
内
　
酋
2
3
－
6
２
６
6

　
保
留
地
予
定
地
の
位
置
及
び
処
分

筆
数
　
岡
崎
市
宇
頭
町
地
内
　
岡
崎

宇
頭
土
地
区
画
整
理
事
業
施
行
地
区

内
1
5
筆

　
処
分
方
法
　
公
開
抽
選

　
抽
選
日
時
　
４
月
1
3
日
（
日
）
午

前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
受
付
。
抽
選

は
、
受
付
終
了
後
直
ち
に
行
い
ま
す
。

　
抽
選
場
所
　
岡
崎
市
宇
頭
町
字
長

合
　
1
0
　
岡
崎
市
立
矢
作
西
小
学
校

　
次
の
方
は
、
抽
選
に
参
加
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん

④③②①
　
禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

　
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

　
未
成
年
者

　
保
留
地
予
定
地
を
営
利
を
目
的

と
し
て
売
買
の
用
に
供
す
る
者

抽
選
参
加
申
込
み
の
方
法

①
　
抽
選
参
加
申
込
み
は
、
１
世
帯

（
１
法
人
）
に
つ
き
１
筆
と
し
ま
す
。

②
　
抽
選
参
加
申
込
書
に
記
名
押
印

　
の
う
え
、
抽
選
参
加
保
証
金
1
0
万

　
円
と
、
世
帯
全
員
の
住
民
票
写
し

　
（
法
人
を
除
く
）
を
添
え
て
、
‘

付
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
昧

民受

　
票
写
し
は
、
当
日
日
咄
日
で
す
の

　
で
、
前
日
ま
で
に
交
付
を
受
け
て

　
く
だ
さ
い
）

③
　
代
理
人
の
場
合
は
、
申
込
み
さ

　
れ
る
方
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

　
現
地
案
内
　
現
地
に
立
看
板
に
よ

り
保
留
地
予
定
地
の
位
置
・
面
積
等

が
表
示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
抽
選
参
加
に
必
要
な
も
の

　
①
世
帯
全
員
の
住
民
票
写
し
（
法

人
を
除
く
）
　
②
抽
選
参
加
保
証
金

1
0
万
円
　
③
印
鑑

案内図

｜
　１　号　岬
"1 /―一-一一一一一一

　　　　　　　-ヽ－~－._._.＿.U

~)にヽヽ- ^・

保留地予定地の処分価額

尋
面　　　　積 3.3m'当た

り価格(円)
処分価額(円) 番号

面　　　　積 3.3m'当た
り価格(円)

処分価額(円)
㎡ 坪 ㎡ 坪

１ 226 47 68 50 165,000 11.302,500 ９ 182 33 55 15 165,000 9,099,750

２ 271ｎ 82 01 150,000 12,301,500 10 157 27 47 57 170,000 8,086,900

３ 184 10 55 69 163,000 9,077,470 11 130 43 39 45 177,000 6,982,650

４ 155 14 46 92 180,000 8,445,600 12 197 63 59 78 175,000 10,461,500

５ 207 74 62 84 180,000 11,311.200 13 179 15 54 19 188.000 10,187,720

６ 387 01 117 07 170,000 19,901,900 14 203 44 61 54 162,000 9,969,480

７ 242 05 73 32 175,000 12,813,500 15 153 51 46 43 170,000 7,893,100

８ 171 93 52 00 175,000 9,100,000 　

位置図
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岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、

働
く
青
少
年
を
対
象
に
、
次
の
と
お

り
教
養
講
座
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
受
講
資
格
　
市
内
に
在
住
ま
た
は

在
勤
の
2
5
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年

　
受
講
料
　
無
料
、
た
だ
し
テ
キ
ス

ト
代
、
教
材
賞
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
申
込
受
付
　
４
月
５
日
（
土
）
午

後
１
時
か
ら
受
付
け
、
定
員
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
。

　
申
込
方
法
　
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

へ
印
鑑
ご
持
参
の
う
え
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
で
申
し
込

み
を
す
る
場
合
は
、
①
講
座
名
（
料

理
の
場
合
は
曜
日
を
記
入
）
、
②
氏

名
　
③
生
年
月
日
　
④
住
所
と
電
話

番
号
　
⑤
勤
務
先
と
電
話
番
号
を
記

入
し
て
岡
崎
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

（
〒
４
４
４
上
六
名
町
字
法
屋
８
）

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

講

　
①
講
師

　
②
期
間

　
③
開
設
日
一

ヽ
④
定
員

　
⑥
教
材
費

座
　
名
　
称

⑥
講
座
内
容

r ‾‾ 1

　写

①
三
矢
和
夫

②
４
月
2
2
日
～
７
月
1
5
日
　
1
2
回

③
毎
週
火
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
1
5
名

⑤
３
、
０
０
０
円

⑥
カ
メ
ラ
の
基
本
的
な
使
い
方
、
写

し
方
と
現
像
、
焼
付
の
実
習

「
″
　
　
　
　
Ｓ
」

①
高
橋
宗
恵

②
４
月
2
2
日
Ｉ
９
月
９
日
　
2
0
回

③
毎
迎
火
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
1
5
名

⑤
６
、
０
０
０
円

⑥
〈
宗
偏
流
〉
茶
席
の
作
法
の
実
習

¬

　料
－
Ｉ
Ｉ

－
‐
‐

　理

乙

①
畔
柳
憲
子

②
４
月
2
2
日
～
９
月
９
日
　
2
0
回

③
毎
迎
火
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
4
名

⑤
1
2
.
0
0
0
円

⑥
家
庭
で
で
き
る
料
理
、
お
や
つ
の

　
基
本
と
実
習

¬

英
　
　
会

①
関
原
克
之

②
４
月
2
2
日
Ｉ
９
月
９
日
　
2
0
回

③
毎
迎
火
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
0
名

⑤
２
、
０
０
０
川

⑥
日
常
の
あ
い
さ
つ
、
簡
単
な
会
話

　画

１　　　ｊ

②
４
月
2
3
日
～
８
月
2
7
日
　
1
8
回

③
毎
週
水
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

①
2
0
名

⑤
３
、
６
０
０
円

⑥
水
彩
か
ら
油
絵
、
日
本
画
の
製
作

　
ま
で
の
基
本
と
実
習

r ¬

　簿

①
朝
岡
佐
市

②
４
月
2
3
日
～
９
月
1
0
日
　
2
0
回

③
毎
週
水
午
後
６
時
3
0
分
Ｉ
８
時
3
0
分

④
2
0
名

⑤
３
、
０
０
０
円

⑥
商
業
簿
記
の
基
礎
か
ら
実
習
へ
と

　
す
す
め
、
簿
記
検
定
受
験
者
、
青

　
色
申
告
者
に
も
適
す
る
よ
う
指
導

f ‾‾‾ 1

　書

・
　
‐
―
―

　道

Ｌ　　Ｊ

①
青
山
祥
渓

②
４
月
2
3
日
～
９
月
1
0
日
　
2
0
回

③
毎
週
水
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
3
0
名

⑤
５
、
０
０
０
円

⑥
毛
筆
ま
た
は
ペ
ン
字
の
基
本
か
ら

　
創
作
作
品
ま
で
の
実
技
指
導

「
　
ｎ
　
　
　
　
　
ｙ
一

①
鈴
木
ひ
ろ
子

②
４
月
2
3
日
～
９
日
1
0
日
　
2
0
回

③
毎
週
水
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
4
名

⑤
１
２
、
０
０
０
円

⑥
家
庭
で
で
き
る
科
理
、
お
や
つ

「
ｎ
　
　
　
？
」

①
後
藤
ス
ミ
子

②
４
月
2
4
日
～
９
月
４
日
　
2
0
回

③
毎
週
木
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
4
名

⑤
１
２
、
０
０
０
円

⑥
家
庭
で
で
き
る
料
理
、
お
や
つ

¬

　手

L A

①
鈴
木
さ
だ
子

②
４
月
2
4
日
～
７
月
3
1
日
　
1
6
1
回

③
毎
週
木
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
0
名

⑤
４
、
０
０
０
円

⑥
原
型
、
基
礎
か
ら
実
技
ま
で
の
実

　
習
及
び
検
定
受
験
ま
で
の
指
導

「
　
い
　
り
　
ｌ
」

①
高
橋
宗
忠

②
４
月
2
4
日
～
９
月
４
日
　
2
0
回

③
毎
週
木
午
後
６
時
3
0
分
Ｉ
８
時
3
0
分

④
2
0
名

　
　
　
●

４
月
2
5
日
～
８
月
１
日
　
1
6
回

Ｌ　　ｊ

③
毎
週
金
午
後
６
時
3
0
分
１
８
時
3
0
分

④
3
0
名

⑤
４
、
０
０
０
円

⑥
浴
衣
か
ら
訪
問
着
ま
で
の
着
付

　
Ｌ
－
－
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
　
　
　
Ｉ
ｉ
ｊ
　
―
―
Ｉ
Ｉ
　
Ｉ
Ｉ
　
　
　
Ｉ

「
■
-
■
-
-
■

-
＾

①
鈴
木
薫
子

②
４
月
2
5
日
～
９
月
５
日
　
2
0
回

③
毎
週
金
午
後
６
時
3
0
分
Ｉ
８
時
3
0
分

④
2
4
名

⑤
ｌ
ｎ
乙
、
０
０
０
円

⑥
家
庭
で
で
き
る
料
理
、
お
や
つ

タ

乙

①
蓮
尾
均

②
４
月
2
5
日
～
９
月
５
日
　
2
0
回

③
毎
週
金
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
2
0
名

⑤
３
、
０
０
０
円

⑥
伴
奏
を
つ
け
な
が
ら
一
人
で
も
楽

　
し
め
る
趣
味
の
ギ
タ
ー
実
習

¬

ス
ク
Ｔ
一
ア
ダ

①
小
原
正
一

②
４
月
2
5
日
～
９
月
５
日
　
2
0
回

③
毎
迎
金
午
後
６
時
3
0
分
～
８
時
3
0
分

④
3
0
名

⑤
２
、
０
０
０
円

⑥
ス
ク
ェ
ア
ー
ラ
ン
ド
グ
ン
ス
な
ど
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４
月
か
ら
次
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

お
気
軽
に
受
講
く
だ
さ
い
。

　
受
講
資
格
　
市
内
在
住
、
在
勤
の

婦
人
（
学
生
は
除
く
）

　
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
、
教
材

費
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
代
を
必
要
）

　
申
込
受
付
　
申
し
込
み
受
付
日
の

午
前
1
0
時
3
0
分
か
ら
受
け
付
け
ま
す

が
、
そ
の
時
間
ま
で
に
お
い
で
の
か

た
が
定
貝
を
越
え
た
場
合
は
、
そ
の

時
点
で
抽
選
い
た
し
ま
す
。
定
貝
に

な
り
次
第
締
切
り
ま
す
。

　
講
　
座
　
名
　
称

①
講
師
　
②
期
間
　
③
開
設
日
時

④
申
込
受
付
。
⑤
定
員

⑥
教
材
費
　
⑦
講
座
内
容

家ｉ

庭
　
料
　
理

①
兵
藤
栄
ほ
か
　
②
４
月
～
９
月

乙

ｔ

2
0
回
　
③
毎
週
火
（
午
前
1
0
時
～
1
2

時
・
午
後
１
時
～
３
時
・
夜
間
６
時

～
８
時
　
①
午
前
・
午
後
３
月
2
6
ロ

か
ら
　
夜
間
３
月
3
0
日
か
ら
　
⑤
午

前
・
午
後
・
夜
間
と
も
各
4
0
名

⑥
1
2
.
0
0
0
円
　
⑦
日
本
・
西
洋

・
中
摯
料
理

¬

着
　
用

①
八
代
よ
し
子

着
せ
」

②
４
月
～
６
月

1
0
回
　
③
毎
週
火
午
前
1
0
時
～
1
2
時

毎
週
金
午
後
１
時
～
３
時
　
夜
間
６

時
～
８
時
　
④
午
前
・
午
後
３
月
2
6

日
か
ら
　
夜
間
３
月
3
0
日
か
ら

⑤
午
前
・
午
後
・
夜
間
各
2
0
名

日
常
生
活
に
す
ぐ
役
立
つ
前
付

¬

ペ
　
ン
　
習
　
字

①
⑤
松
岡
甲
石

②
４
月
～
９
月

　
　
　
　
1
0
回

③
毎
月
第
１
・
３

火
　
午
前
1
0
時
～

1
2
時

④
３
月
2
6
日
か
ら

⑤
3
0
名

⑥
２
、
５
０
０
円

⑥

1
2
時

④
３
月
2
6
日
か
ら

⑤
3
0
名

⑥
2
.
5
0
0
円

～
８
時

３
月
3
0
日
か
ら

2
0
名

同
上

⑦
楷
書
・
行
書
・
か
な
の
基
本
学
習

Ｔ
″
　
　
　
　
裁
】

①
⑤
近
藤
尚
伎

②
４
月
～
３
月

　
　
　
　
4
0
回

③
毎
週
土
午
前
1
0

時
～
<
M
時

④
３
月
2
9
ロ
か
ら

⑤
3
0
名

⑥
６
、
０
０
０
円

⑩
中
根
た
っ
子

４
月
～
９
月

　
　
　
2
0
回

毎
週
火
夜
間
６

時
～
８
時

３
月
3
0
日
か
ら

1
5
名

３
、
０
０
０
円

⑦
文
化
式
洋
截
の
幕
本
か
ら

１　　　ｊ

¬

⑩
畔
陶
美
智
子

同
上

毎
月
第
１
・
３

金
　
夜
間
６
時

～
８
時

３
月
3
0
日
か
ら

2
0
名

同
上

⑦
基
本
か
ら
検
定
３
級
受
験
ま
で

「
毛
　
筆
　
習
　
字

①
Ｗ
松
岡
甲
石

②
４
月
～
９
月

　
　
　
　
1
0
回

③
毎
月
第
２
・
４

火
　
午
前
1
0
時
１

⑩
小
嶋
和
晃

同
上

１　　　ｊ

毎
月
第
２
・
４

金
　
夜
悶
６
時

和

①
小
栗
愛
子

回⑥時

　
　
　
　
裁

②
４
月
～
３
月

心40

③
毎
週
水
午
前
９
時
3
0
分
～
1
2

④
３
月
2
9
日
か
ら
　
⑤
2
0
名

6
｡
0
0
0
円

ら
始
め
ま
す
。

¬

　手

①
鈴
木
さ
だ
子

②
４
月
１
９
月

　
　
　
　
1
0
回

③
毎
月
第
１
・
３

木
午
前
1
0
時
I
―
≪
2

⑥⑤④時

－　--　－３
月
2
7
日
か
ら

3
0
名

２
、
５
０
０
円

⑦
基
礎
縫
い
か

４
月
１
９
月

　
　
　
2
0
回

毎
週
金
夜
間
６

時
～
８
時

３
月
3
0
日
か
ら

2
0
名

５
、
０
０
０
円

⑦
初
心
者
に
で
き
る
日
常
着
を
作
る

¬

は
　
な
　
し
　
方

①
稲
蔭
千
代
子
②
４
月
～
９
月

Ｌ　　　ｊ
10

回

③
毎
月
第
１
・
３
金
午
前
1
0
時

～
ワ
ｒ
ｃ
ｆ

　
　
―
―

①
３
月
2
8
日
か
ら
　
⑤
3
0

名
　
⑥
―
、
５
０
０
円

習
r‾‾‾^

自
己
紹
介
な
ど

郷
　
　
土

⑦
発
音
練

①
新
行
紀
一
ほ
か
５
名
　
②
４
月
～

２
月
　
1
0
回
　
③
毎
月
第
４
土
午
後

１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
　
④
３
月
2
9

日
か
ら
　
⑤
3
0
名
　
⑥
―
、
０
０
０

円
　
⑦
郷
土
の
歴
史
を
学
び
ま
す
。

r ●

　　茶

①
堺
允
子

道

②
４
月
Ｉ
９
月

賢二

③
毎
週
火
夜
間
６
時
～
８
時
　
①
３

月
3
0
日
か
ら
　
⑤
2
0
名
　
⑤
６
、
０

０
０
円
　
⑦
表
千
家
、
茶
道
の
初
歩

「
生①

岩
瀬
静
蓉

　花

心

（
参
与
）
　
②
４
月
～

９
月
　
1
0
回
　
③
毎
月
第
１
・
３
金

午
前
1
0
時
～
1
2
時
　
④
３
月
2
8
日
か

ら
　
⑤
2
0
名
　
⑥
６
、
０
０
０
円

⑦
草
月
流
基
本
花
型
全
般
と
応
用

r ^

　園

ｔｌ’

xs;

①
営
農
大
学
佐
口
校
長
ほ
か
　
②
４

月
～
３
月
　
1
3
回
　
③
毎
月
第
３
土

午
後
１
時
3
0
分
～
３
時
3
0
分
　
④
３

月
2
9
日
か
ら
　
⑤
3
0
名
　
⑥
７
、
１

５
０
円
　
⑦
さ
つ
き
の
手
入
れ
、
草

花
、
野
菜
の
作
り
方

　
女
性
コ
ー
ラ
ス

①
鈴
木
裕
子
　
②
４
月
Ｉ
９
月

回
　
③
毎
週
火
午
後
１
時
～
３
時

ｉ　　ｊ20

④
３
月
2
9
日
か
ら
　
⑤
3
0
名
　
⑥
５

０
０
円
　
⑦
発
声
練
習
か
ら
合
唱
ま

で
r ‾‾‾ ^

コ
ー
ラ
ス
の
基
礎

籐
　
　
細

①
竹
内
順
子
　
②
４
月
～
９
月
　
1
0

回
　
③
毎
月
第
１
・
３
木
午
前
1
0
時

～
1
2
時
　
④
３
月
2
7
日
か
ら
　
⑤
2
0

タ
‥
　
⑥
５
、
０
０
０
円
　
⑦
基
礎
編

み
を
マ
ス
タ
ー
し
ま
す
。

r‾‾‾'｀

！

　ヨ

が

①
岡
田
義
晴
　
②
４
月
Ｉ
９
月

④回

20 1 コ

　
③
毎
週
金
夜
間
６
時
～
８
時

３
月
3
0
日
か
ら
　
⑤
2
5
お
　
⑥
―
、

０
０
０
円
　
⑦
心
と
休
の
バ
ラ
ン
ス

を
整
え
ま
す
。

r ¬

　パ

ツ

チ
ー
ワ
ー
ク

①
荘
田
公
子
　
②
４
月
～
９
月

回

10 i i

③
毎
月
第
２
・
４
金
午
前
1
0
時

～
1
2
時
　
④
３
月
2
8
日
か
ら
　
⑤
2
0

名
　
⑥
２
、
０
０
０
円

ワ
ー
ク
の
基
礎

¬

　簿

⑦
パ
ッ
チ

①
朝
岡
佐
市
　
②
４
月
～
９
月
　
2
0

回
　
③
毎
週
土
午
後
１
時
～
３
時

④
３
月
2
9
日
か
ら
　
⑤
2
0
名
　
⑥
3

0
0
0
円
　
⑦
商
業
簿
記
の
基
礎
か

ら
検
定
受
験
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こ
の
た
び
次
の
内
容
で
刊
行
い
た

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
市
地
方
史
研
究

会
が
増
刷
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
残

部
を
ご
希
望
の
方
々
に
、
次
の
よ
う

に
お
わ
け
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
求

め
く
だ
さ
い
。

◆
内
容
　
（
全
百
十
ペ
ー
ジ
）

・
新
し
い
市
史
へ
の
期
待
（
巻
頭
言
）

・
経
ヶ
峰
一
号
墳
調
査
既
報

・
三
河
古
代
の
駅
制
　
　
　
　
　
　
　
］
‥

　
　
－
宮
地
駅
家
の
位
置
比
定
－
　
　
　
　
一
f

・
岡
崎
藩
分
家
水
野
五
千
石
の
実
態
　
　
一

・
三
河
の
俳
人
－
徳
布
に
つ
い
て
　
一
一
一

・
二
校
三
校
事
件
　
　
　
　
　
　
　
一

　
－
一
九
〇
八
（
明
治
S
I
　
)
年
高
々
新
築
反
対
運
動
－
一

・
岡
崎
市
東
部
山
間
地
に
お
け
る
同
一
　
１

　
族
意
識
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
)
'

　
―
古
部
町
の
事
例
を
中
心
に
１
１
　
　
　
　
一
一

◆
頒
布
要
領
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
市
郷
土
館
事
務
室
に
て
　
　
　
　
　
一

・
残
部
を
優
先
順
に
実
費
頒
布
　
　
I

　 　

◆
頒
布
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

・
昭
和
五
十
五
年
三
月
十
五
日
以
降
･

I
二Z-ここｰここ-ZZ申一一二Z-:Ｚ-Ｚごｰ:ご-Z:Z=ZZ=ごZ~Sこ~7:

市
史
編
さ
ん
周
囲
　
柴

真
福
寺
東
谷
遺
跡
の
調
査

　
天
台
宗
の
名
刹
真
福
寺
は
、
矢
作

川
の
対
岸
に
あ
る
白
鳳
時
代
創
建
の

北
野
廃
寺
が
廃
絶
後
（
平
安
時
代
）

移
建
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
き

た
が
、
現
在
の
真
福
寺
か
ら
は
創
建

の
時
期
を
平
安
時
代
ま
で
さ
か
の
ぽ

れ
る
資
料
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
数
年
前
に
真
福
寺
本
堂

の
あ
る
山
上
ヽ
東
側
の
谷
（
１
　
欲
）

を
へ
だ
て
た
標
高
一
二
二
メ
ー
ト
ル

の
山
頂
か
ら
数
片
の
古
瓦
が
採
集
さ

れ
た
。
こ
の
古
瓦
の
中
に
は
北
野
廃

寺
の
創
建
瓦
と
類
似
し
た
素
弁
六
葉

れ
･
＜
　
≪
･
　
･
?
■
＜

　
　　
　
ｃ
*
ｃ
ｃ
-
r

蓮
華
え
の
軒
丸
瓦
が
あ
り
ヽ
真
福
寺

創
建
の
時
期
を
白
鳳
時
代
ま
で
さ
か

の
ぽ
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て

注
目
さ
れ
て
い
た
。

　
市
史
網
纂
委
貝
会
原
始
班
は
、
昨

年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
今
年
一
月

六
日
に
か
け
て
、
こ
の
古
瓦
の
採
集

地
点
の
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
。
遺

跡
は
山
頂
で
あ
る
が
地
名
が
東
谷
で

あ
る
の
で
真
福
寺
束
谷
遺
跡
と
仮
称

す
る
こ
と
に
し
た
。
遺
跡
は
中
世
の

墓
地
が
複
合
し
て
お
り
、
か
つ
て
こ

の
墓
地
が
盗
掘
を
受
け
た
た
め
、
五

輪
塔
、
宝
匿
印
塔
の
石
塔
や
蔵
骨
器

の
破
片
が
散
乱
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。

発
掘
調
査
は
山
頂
の
平
批
地
約
こ
Ｉ

〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
調
査
区
域
と

≫
l

ｒ
＝
‐
Ｈ
Ｎ
－
ｕ
Ｉ
Ｈ
Ｈ
‐
ｎ
‐
ａ
ｌ
Ｈ
Ｈ
ｌ
ａ
‐
り
Ｈ
‐
ａ
‐
ａ
ｌ
Ｍ
Ｍ
Ｉ
Ｉ

し
た
か
。
樹
木
に
制
約
さ
れ
て
実
際

の
調
査
は
幅
ニ
メ
ー
ト
ル
の
ト
レ
ン

チ
（
発
掘
坑
）
を
東
西
お
よ
び
南
北

方
向
に
数
本
ず
つ
設
定
し
、
約
三
四

〇
平
方
メ
ー
ト
ル
の
面
積
を
発
掘
し
た
。

　
遺
跡
の
ほ
ぽ
全
域
が
中
世
の
墓
地

に
利
用
さ
れ
て
い
た
た
め
か
、
期
待

し
て
い
た
建
物
の
礎
石
や
礎
石
の
抜

き
と
り
穴
は
全
く
検
出
さ
れ
な
か
っ

基壇の外周をめぐると推定される溝

た
が
、
遺
跡
の
中
央
部
に
方
形
に
め

ぐ
る
幅
約
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

約
五
〇
セ
ン
チ
ー
六
〇
セ
ン
チ
の
溝

の
一
部
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
溝
に

囲
ま
れ
た
長
辺
は
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、

短
辺
は
約
こ
Ｉ
メ
ー
ト
ル
で
、
唐
尺

　
（
一
尺
＝
約
三
〇
セ
ン
チ
）
に
換
算

す
る
と
艮
辺
が
五
〇
尺
（
五
問
）
、

丿

短
辺
が
四
尺
（
四
間
）
と
な
り
、
建

物
の
基
恋
で
あ
っ
た
可
能
性
が
強
い
。

発
見
さ
れ
た
遺
物
に
は
古
瓦
ヽ
知
塔
・

す
　
■
*
f
・
'

ｔ
!
い
≪
＜
　
J
J
＾
-
　
≪
　
　
て
ｒ
く
ぎ

須
恵
器
、
灰
粕
陶
器
、
鉄
釘
な
ど
が

あ
り
、
古
瓦
に
は
調
査
前
に
採
集
さ

れ
た
も
の
と
同
じ
素
弁
六
葉
迦
華
文

の
軒
丸
瓦
の
ほ
か
に
、
ヘ
ラ
描
き
の

鋸
歯
た
の
あ
る
軒
平
瓦
が
あ
る
。
や

は
り
時
期
は
軒
丸
瓦
と
同
じ
白
鳳
時

代
の
瓦
と
推
定
さ
れ
る
。

　
調
査
の
結
果
、
寺
院
の
建
物
に
つ

い
て
の
明
確
な
遺
構
は
確
認
で
き
な

か
っ
た
が
、
出
土
遺
物
か
ら
み
て
、

こ
の
地
に
真
福
寺
の
堂
塔
の
一
部
が

存
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
真
福

寺
が
北
野
廃
寺
と
同
時
期
の
白
鳳
時

代
に
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
実
証

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
中
吐
墓
地
は
、

ほ
と
ん
ど
破
壌
さ
れ
て
い
た
が
、
石

塔
に
は
宝
匿
印
塔
、
仙
上
げ
五
輪
塔
、

一
石
五
愉
塔
が
あ
り
、
職
骨
器
に
用

い
ら
れ
て
い
た
の
は
古
瀬
戸
陶
器
の

し
じ
っ
Ｉ
　
　
　
と
こ
な
べ
ｙ
χ
。
さ
　
　
　
か
め

四
耳
壷
や
古
常
鍋
陶
器
の
大
甕
な
ど

の
優
品
で
あ
る
。
、
と
く
に
古
瀬
戸
陶

器
は
中
世
に
お
け
る
陶
器
頬
の
中
で

唯
一
の
を
謝
製
品
で
あ
り
、
当
時
に

お
い
て
も
貴
重
な
も
の
で
あ
り
、
豊

富
な
石
塔
と
と
も
に
中
世
の
真
福
寺

の
繁
栄
を
う
か
が
う
こ
と
の
で
き
る

資
料
で
あ
る
。
末
尾
な
が
ら
、
発
掘

調
査
を
承
諾
い
た
だ
き
、
調
査
に
あ

た
っ
て
種
々
ご
協
力
い
た
だ
い
た
土

地
所
有
者
の
加
藤
保
氏
の
ご
好
意
に

謝
意
を
表
し
た
い
。

　
原
始
班
編
集
委
貝
　
斉
藤
嘉
彦

Z-ｔZ~ZＺ=ZZ･
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　矢作婦人タイトル・会歌・音頭制定発表会が、

２月24日矢作中学校にて盛大に行われました。

１

　
井
田
つ
子
の
成
長
を
願
い
３
月

３
日
井
田
小
学
校
の
校
仝
三
元
工
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
而
民
の
文
化
の
殿
堂
と
し
て
、

岡
崎
市
竜
美
丘
会
館
が
３
月
１
日

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

μ‘　－

市政だより お　か　ざ　き

　青少年に有害な図書を一掃しようｰ。岡崎市

と岡崎市民運動推進連絡協議会は25日が｀ら４ヨ間、

全mmで悪書追放運動を展開しました。

　　　　　　　　　　　　リ月26日康生通にて^･

　
六
名
小
学
校
に
近
代
的
な
校
舎
が
完
成

し
、
子
供
た
ち
の
喜
び
に
は
ず
ん
だ
声
が

こ
だ
ま
し
ま
し
た
。
　
　
（
３
月
４
日
）



14

第
３
回
特
別
弔
慰
金
手

続
き
は
お
済
み
で
す
か

社
会
生
活
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
　
　
a
2
3
－
6
1
４
5

　
支
給
要
件

対
象
と
な
る
戦
没
者
等

・
昭
和
６
年
９
月
1
8
日
以
後
の
公
務

死
亡
者

・
昭
和
1
2
年
７
月
７
日
以
後
の
勤
務

関
述
に
よ
る
陽
病
が
原
因
で
死
亡
し

た
軍
人
、
ボ
属
、
準
軍
属
（
徴
用
工
、

勁
員
学
徒
、
女
子
挺
身
隊
貝
等
）

　
受
給
資
格
者

・
昭
和
5
4
年
４
月
１
日
現
在
、
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
の
受
給
者
が

い
な
い
遺
族
（
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
等
の
支
給
を
受
け
て
い
た
か
た

が
、
昭
和
5
0
年
４
月
１
日
か
ら
昭
和

5
4
年
３
月
3
1
日
ま
で
の
間
は
、
死
亡

等
に
よ
り
失
権
し
た
た
め
）

・
従
ボ
文
官
の
遺
族

　
臍
求
者
　
戦
没
名
な
ど
の
叱
亡
当

時
に
お
け
る
配
偶
者
、
子
、
父
母
、

机
父
母
、
兄
弟
姉
妹
、
３
親
等
内
親

族
の
中
で
、
優
先
順
位
者
―
人
が
請

求
者
と
な
り
ま
す
。

　
請
求
手
続
　
訥
求
者
は
、
社
会
生

活
課
消
費
生
活
係
で
、
箭
求
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
支
給
額
　
1
2
万
円
（
６
年
償
還
の

国
債
は
、
昭
和
　
　
Ｊ
年
６
月
1
5
日
以
後
、

６
年
に
分
け
て
年
２
万
円
ず
つ
償
還

さ
れ
ま
す
）

　
請
求
期
限
　
請
求
書
の
提
出
期
限

は
、
昭
和
5
7
一
年
５
月
７
日
で
す
が
、

お
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

４月の
　　こよみ

１日　桜まつ') (～15日）､おか

　　　ぎき魚安売デー

　　　新学期

５日　済明、おかざき青米物安

　　　売デー

７日　世界保健デー

10日　おかぎき鶏肉安売デー、

　　　婦人週間（～16日）

II日　メート法公布記念日

14日　科学技術週間

17日　土川

18日　発明の日

20日　郵便週間､穀雨､切手趣味週間

25日　五万石藤まつり（～r^月

　　　５日）

29日　天皇誕生日、おかざき精

　　　肉安売デー

30日　軽自動車税i.全期）・国

　　　民年金保険料Ｏ年分前

　　　納・固定資産税（第1期

　　　分）の納期限

有
す
る
か
た

閃
品
行
方
正
、
身
体
強
健
、
成
績
優

秀
、
志
操
曜
実
な
か
た

倒
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
、
修
学

困
難
な
か
た

圃
日
本
介
英
会
の
奨
学
金
、
そ
の
他

の
奨
学
金
の
予
約
決
定
ま
た
は
支
給

を
受
け
て
い
な
い
か
た

㈲
奨
学
金
を
申
請
さ
れ
る
時
点
に
お

い
て

高
校
、
大
学
に
合
格
ま
た
は

入
学
さ
れ
た
か
た

　
申
請
期
間
　
４
月
1
4
日
（
月
）
か

ら
４
月
3
0
ロ
（
水
）
ま
で
。
受
付
は

日
咄
日
を
除
き
午
前
８
時
3
0
分
か
ら

午
後
５
時
ま
で
と
し
、
土
咄
日
は
午

後
Ｏ
時
3
0
分
ま
で
で
す
。

支
給
審
査
委
員
会
で
審
査
さ
れ
、
決

定
次
第
奨
学
金
支
給
決
定
通
知
書
を

送
付
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
他
　
こ
の
奨
学
金
は
、
貸
与

さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
支
給
さ
れ

る
も
の
で
す
か
ら
返
済
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
卒
業
後
の
就
職
進

学
等
に
つ
い
て
は
、
な
ん
ら
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。

婦
人
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

　
　
開
　
　
　
催

岡
崎
市
体
育
館

　
　
　
　
　
　
き
5
3
’
‘
1
8
1
1

　
　
　
　
　
　
　
　
－
―
－

日
時
　
４
月
～
７
月
　
毎
週
金
曜

奨
学
金
の
額
　
・
大
学
に
在
学
す
　
　
日
　
午
前
９
時
3
0
分
～
１
９
一
時

る
か
た
　
月
額
４
、
０
０
０
円

・
高
校
（
高
専
を
含
む
）
に
在
学
す

る
か
た
　
月
額
２
、
０
０
０
円

　
申
請
書
の
交
付
　
４
月
１
日
（
火
）

学
校
教
育
課
学
事
係
で
交
付
い
た
し

ま
す
。

　
審
査
お
よ
び
決
定
通
知
　
奨
学
金

　
場
所
　
岡
崎
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
資
格
　
市
内
在
住
の
婦
人

　
募
集
人
員
　
5
0
名
（
定
貝
に
な
り

次
第
締
切
り
ま
す
）

　
受
講
料
　
２
、
５
０
０
円

　
申
込
締
切
日
　
３
‥
月
2
5
日

　
申
込
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏

４
月
前
期
の

　
　
粗
大
ゴ
ミ
収
集

衛
生
セ
ン
タ
ー
　
豊
2
2
－
5
４
3
６

　
各
町
で
き
め
ら
れ
た
粗
大
ゴ
ミ
持

寄
り
場
所
へ
収
集
日
の
午
前
８
時
3
0

分
ま
で
に
持
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
資
源
再
利
用
と
な
る
古
新

聞
、
雑
誌
及
び
衣
類
も
ヒ
モ
で
し
っ

か
り
し
ば
っ
て
持
出
し
て
く
だ
さ
い
。

15
日
(■JO

Ｍ

日
㈲

12
日
巾

11

日
剛

10
日
出

９
日
㈲

８
日
肉

７
日
川

５
日
山

4

11
吻

３
日
俐

２
日
俐

１
日
出

翌

日

昌

栗

郷
駕

巣

冷

点

腱

心

ふ

ぎ

整

作画

５本
区郷

　北
　本

　郷

　暮　一　已

　沁

≒
長

趾

趾

硝
行
牡
恥

区本久
ヅ

示

1寺

ﾐ6-)-'
崎

】
区

２
区

３
区

４
区

=a
戸
崎
品

淀

戸羽

崎唄

５北

区】

・区

(i ■

IK 2
　区

　３
　区

４羽
区根
　束

　山
　１
　区

　２
　区

　３
　区

北羽iy

；

囃

暇

暇

　良

｜

ｌ

　持寄り繍所が不明の

場合は、各町術生委員

か、衛生センターへお

問合せください。

づ了言

L.　ｋ　　’．』
ド
ド
レ
ー

岡
崎
市
奨
学
生
募
集

学
校
教
育
課
学
事
係

　
　
　
　
　
豊
2
3
-
Ｃ
Ｄ
４
２
５

　
経
済
的
な
理
由
に
よ
っ
て
学
費
が

乏
し
く
修
学
困
難
な
か
た
を
対
象
に
、

次
の
と
お
り
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
資
格
お
よ
び
条
件

川
岡
崎
市
内
に
３
ヵ
年
以
上
住
所
を



　
　
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

き
　
え
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
〒
４
４

ざ
　
４
　
岡
崎
市
六
名
町
馬
畷
2
5
番
地

　
　
岡
崎
市
体
育
館
内
テ
ニ
ス
教
室
係

ヵ
　
　
そ
の
他
　
①
使
用
球
は
協
会
で
負

お
　
担
し
ま
す
。
②
開
校
式
は
４
月
４
日

　
　
（
金
）
午
前
1
0
時
（
受
付
９
時
3
0
分
）

り
　
よ
り
岡
崎
公
園
体
育
館
で
行
い
ま
す

心
　
の
で
、
開
校
通
知
の
届
い
た
か
た
は

政
　
ご
出
席
く
だ
さ
い
。
③
ラ
ケ
ッ
ト
等

市
　
は
希
望
者
が
あ
れ
ば
協
会
で
あ
っ
せ

　
　
ん
し
ま
す
。

日昭和55年3 ;] 1515－

　
海
外
移
住
を
希
望
さ
れ
る
か
た
の

た
め
に
、
相
談
会
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
映
画
な
ど
も
あ
り
ま
す
の

で
、
多
数
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　
日
時
　
３
月
1
8
日
（
火
）
午
後
６

時
～
８
時

　
場
所
　
岡
崎
市
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
「
太
陽
の
城
」

　
共
催
　
愛
知
県
、
岡
崎
市
、
封
愛

知
県
海
外
移
住
協
会
、
国
際
協
力
事

業
団
名
古
屋
支
部

　
　
　
　
　
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
－
：

社
会
教
育
課
　
豊
2
3
－
６
４
3
３

－
－
４
月
・

　
自
動
車
文
一

み
ど
り

図
書
館
　
萱
5
1
－
２
２
５

圃
一
一
ｌ
”
Ｉ
．
　
　
Ｖ
矢
作
農

協
牧
内
支
所
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）

▼
六
ッ
美
北
部
小
学
校
（
午
後
１
時

3
0
分
よ
り
）
▼
六
ッ
美
中
部
小
学
校

（
午
後
３
時
よ
り
）

▼
矢
作
西
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分

よ
り
▼
矢
作
北
小
学
校
（
午
後
３
時

よ
り
）

1
1
1
1
1
1
闘
ａ
ｓ
ｉ
ｃ
ａ
ｉ
　
　
　
生
平
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）
▼
秦

梨
小
学
校
（
午
後
１
時
よ
り
）
▼
常

磐
南
小
学
校
（
午
後
２
時
3
0
分
よ
り
）

－
　
▼
美
合
束

部
ａ
協
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）

▼
緑
丘
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分
よ

り
）
▼
屯
谷
小
学
校
（
午
後
３
時
よ

Ｉ
　
▼
大
門
小
　
り
）

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
よ
り
）
▼
大

樹
寺
小
学
校
（
午
前
ｍ
一
時
4
5
分
よ
り
）

▼
常
磐
小
学
校
（
午
後
１
時
よ
り
）

▼
常
磐
東
小
学
校
（
午
後
２
時
3
0
分

よ
り
）

ｌ
■
！
a
≫
ａ
！
ｉ
Ａ
＜
ａ
ｉ
　
　
　
ｅ
＾
川
小

学
校
（
午
前
1
0
時
3
0
分
よ
り
）
▼
六

美
術
館
の

　
催
し
も
の

″
美
南
部
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分
　
群
翔
展

よ
り
）
▼
福
岡
小
学
校
（
午
後
３
時

1
１
１
１
ｎ
Ｉ
　
ｖ
本
宿
学

容
5
1
－
４
２
８
０

　
　
　
　
　
　
　
４
月
２
日
～
６
日

第
５
回
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
道
展

　
　
　
　
　
　
　
４
月
３
日
～
６
日

区
公
民
館
（
午
前
1
0
時
よ
り
Ｈ
時
3
0
　
書
門
社
ジ
ュ
ニ
ア
展

分
ま
で
）
▼
山
中
小
学
校
（
午
後
１

時
よ
り
）
▼
藤
川
小
学
校
（
午
後
２

時
3
0
分
よ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
４
月
1
2
口
～
1
3
日

第
1
0
回
悛
の
会
美
術
展

　
　
　
　
　
　
　
４
月
1
7
日
～
2
0
日

－
　
▼
恵
田
小
　
5
5
何
有
展

学
校
（
午
前
９
時
3
0
分
よ
り
）
▼
岩

津
小
学
校
（
午
前
1
0
時
4
5
分
よ
り
）

▼
細
川
小
学
校
（
午
後
１
時
3
0
分
よ

り
）
▼
奥
殿
小
学
校
（
午
後
３
時
よ

り
）

ｌ
ｌ
瓢
．
圓
ｌ
圃
　
Ｖ
矢
作
束

小
学
校
（
午
前
ｍ
一
峙
3
0
分
よ
り
）

４
月
2
3
日
～
2
7
日

第
1
6
回
美
協
展

　
　
　
　
　
４
月
3
0
日
～
５
月
４
日

一
入
場
無
料
　
一
開
館
時
間
　
午
前

1
0
時
～
午
後
６
時
（
入
館
は
５
時
3
0

分
ま
で
。
各
行
事
最
終
日
は
、
閉
館

時
閻
が
早
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
）

回国０田回
市

秘書課広報係
　　豊23－6 03 3

政
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
容
2
1
局
1
1
1
1
番

市
か
ら
の
お
知
ら
せ
　
毎
月
耀
変
更

保
健
だ
よ
り

　
　
　
　
　
　
a
2
1
局
1
1
1
2
番

　
休
日
緊
急
当
直
医
、
検
診
の
お
知

ら
せ
、
健
康
一
ロ
メ
モ
（
耳
鼻
咽
喉

の
保
健
に
つ
い
て
）
　
毎
月
曜
変
更

こ
ど
も
の
お
は
な
し

ａ
2
1
局
1
1
1
3
番

　
「
さ
く
ら
ぱ
ば
」

３
月
1
5
日
～
3
1
日

酎
孵
眼

“鉄道妨害防止運動nが行われます。国鉄では３月17日から４月５日まで

古
文
書
読
み
方
講
座

受
講
生
募
集

郷
土
館
　
豊
2
3
－
1
０
3
９

　
募
集
人
員

年
コ
ー
ス
）

年
コ
ー
ス
）

初
級
科
↓
2
0
名
（
半

馴
四
に
劉
い
　

　
　
　
家
庭
教
育
相
談

　
日
時
　
毎
月
第
２
、
第
４
日
曜
日
　
　
　
お
も
な
相
談
指
導
内
容

午
前
1
0
時
↓
初
級
科
　
午
後
１
時
↓
　
▼
基
本
的
生
活
習
慣
の
し
つ
け
に
関

研
究
科
（
各
２
時
間
）
　
　
　
　
　
　
　
す
る
こ
と
（
食
事
、
睡
眠
、
く
せ
等
）

　
会
場
　
図
書
館
Ｌ
研
究
科
　
岡
崎
　
▼
社
会
性
の
発
達
、
性
格
の
形
成
に

勤
労
会
館
Ｌ
初
級
科
　
　
　
　
　
　
　
　
関
す
る
こ
と
（
遊
び
、
友
達
。
反
抗
等
）

　
講
師
　
愛
知
教
育
大
学
教
授
　
岡
　
▼
情
操
、
知
能
の
発
達
に
関
す
る
こ

崎
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
　
新
　
と
（
こ
と
ば
、
学
習
、
テ
レ
ビ
等
）

行
紀
一
　
岡
崎
古
文
書
研
究
会
役
貝
　
　
会
場
　
岡
崎
市
励
く
婦
人
会
館

　
会
贅
　
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
　
初
　
　
開
設
日
　
４
月
３
日
、
1
0
日
、
1
7

級
科
２
千
円
（
半
年
）
　
研
究
科
４
　
　
日
、
2
4
日
（
毎
週
木
曜
日
）

千
円
（
１
年
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
談
員
　
市
社
会
教
育
指
導
貝

　
申
込
期
間
　
３
月
1
5
日
～
３
月
3
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
俊
房
氏

日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
込
方
法
　
電
話
2
3
－
6
4
3
3

　
申
込
場
所
　
電
話
で
岡
崎
市
郷
土
　
　
へ
お
申
込
み
の
う
え
、
当
日
会
場
へ

館
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
お
越
し
く
だ
さ
い
。



-

16
-

難
病
者
見
舞
金
申
請

（
更
新
）
の
お
知
ら
せ

社
会
生
活
課
消
費
生
活
係

　
　
　
　
　
　
ａ
2
3
1
６
1
４
5

　
福
祉
対
策
の
一
環
と
し
て
難
病
に

苦
し
ん
で
い
る
か
た
が
た
を
激
励
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
負
担
を
少
し
で

も
軽
減
し
て
い
た
だ
こ
う
と
見
舞
金

が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
5
2
年

４
月
１
日
か
ら
昭
和
5
3
年
３
月
3
1
日

の
間
に
見
舞
金
を
巾
請
さ
れ
た
か
た

は
、
来
る
４
月
１
日
か
ら
４
月
3
0
日

ま
で
の
間
に
更
新
の
申
請
が
必
要
で

す
か
ら
、
社
会
生
活
課
窓
口
で
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
申
請
者
　
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
の
か
た

　
手
続
き
　
見
舞
金
支
給
巾
詰
害
に
、

公
的
機
関
の
証
明
轡
（
特
定
疾
忠
医

療
給
付
事
業
受
給
者
票
）
ま
た
は
医

師
の
診
断
票
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
見
舞
金
は
申
訥
者
の
預
金
口
座

へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
口
座
番
号

が
必
要
で
す
。
な
お
申
砧
の
際
に
は

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
該
当
疾
病
　
厚
生
省
お
よ
び
県
が

特
定
疾
忠
医
療
給
付
の
対
象
と
し
て

指
定
し
た
疾
病
。

　
ス
モ
ン
、
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
重

症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト

ー
デ
ス
、
多
発
性
硬
化
症
、
再
生
不

良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
、

劇
症
肝
炎
、
血
清
肝
炎
、
肝
硬
変
、

強
皮
症
、
皮
膚
筋
炎
、
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
、
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
、

多
発
性
筋
炎
、
特
発
性
血
小
板
減
少

性
紫
斑
病
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
、
大
動

脈
炎
症
候
群
、
ピ
ュ
ー
ル
ガ
ー
病
、

天
地
借
、
脊
髄
小
脳
変
性
症
、
ク
ロ

ー
ン
病
、
悪
性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
パ

ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ

ス
（
原
発
性
）

　
見
舞
金
の
額
　
年
額
１
万
円

お
宅
の
塀
は
大
丈
夫
で

す
か
。
安
全
点
検
を
実

施
し
て
お
り
ま
す
（
有
料
）

　
　
‐
－
－
－
＝

建
築
指
導
課
建
築
審
査
係

　
　
　
　
　
　
豊
2
3
‐
6
3
3
２

　
昭
和
5
3
年
６
月
の
宮
城
県
沖
地
震

や
5
4
年
６
月
の
名
古
屋
市
千
種
区
に

お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
倒
壊
に
よ
る
尊
い
人
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。

　
愛
知
県
で
は
、
こ
の
よ
う
な
貴
重

な
教
訓
に
か
ん
が
み
、
小
学
校
付
近

の
主
要
通
学
路
の
点
検
を
実
施
す
る

一
方
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
点
検
、

補
強
指
導
貝
に
よ
る
現
地
点
検
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
ご
利
川
く
だ
さ

―
Ｏ

Ｌ
Ｖ　

点
検
内
容
　
塀
の
高
さ
．
厚
さ
、

控
壁
の
有
無
、
基
礎
等
に
つ
い
て
機

器
に
よ
る
点
検

　
申
込
方
法
　
伽
愛
知
県
建
築
安
全

協
会
へ
指
定
の
葉
書
に
よ
る
（
申
込

用
紙
は
市
役
所
建
築
指
導
課
に
あ
り

ま
す
）

　
料
金
　
２
、
０
０
０
円
～
４
、
０

０
０
円
（
塀
の
長
さ
に
よ
る
）

岡
崎
墓
園
へ
の
墓
参
り
は
、

臨
時
増
発
バ
ス
の
ご
利
用
を

や
す
ら
ぎ
公
園
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
豊
4
6
‐
3
2
6
0

　
春
の
お
彼
岸
に
、
墓
参
り
の
交
通

の
便
を
は
か
る
た
め
、
臨
時
増
発
バ

ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
運
行
区
間
　
束
岡
崎
ｕ
岡
崎
墓
園

　
運
賃
　
大
人
片
道
　
２
４
０
円

　
　
　
　
小
人
片
道
　
１
２
０
円

　
時
刻
表
　
市
政
だ
よ
り
３
月
１
日

号
1
3
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
期
間
　
３
月
2
0
日
（
祝
日
）

　
　
　
　
３
月
2
1
日
（
金
）

　
　
　
　
３
月
2
2
日
（
土
）

買物のめやす

消費生活モニターの

調べた価格の動き

社会生活課消費生活係
　　　　　　　　　き23－6l45

Uf{fll5.|年5t｣～昭和55年２月

月の平均価格（円）

7 f! 8 I) Slfl |朗 II月 12月 1 月

153 151 154 】54 15S) 156 138

51 54 52 54 54 54 54

20H 20H 212 207 20S 21)1 202

251 240 201 250 2冊 244 247

18Z 193 185 188 184 195 185

217 219 214 223 212 215 2H

971 D70 <I58 967 aB3 97Z a85

222 222 220 319 226 229 225

76 76 74 7il 78 79 74

169 161 204 190 220 251 191

　
岡
崎
市
消
賞
生
活
モ
ニ

タ
ー
3
0
名
の
皆
さ
ん
が
、

昨
年
５
月
か
ら
1
0
品
目
の

商
品
の
価
格
を
定
期
的
に

訓
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
各
品
目
に

つ
い
て
、
特
に
大
き
な
値

動
き
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。

結　果小　売　価　格　調　査

品目名 商&規格 晦リリ
毎月の平均価格（円）

5月 5/] 7 f! 8 I) Slfl |朗 II月 12月 1 月

小麦紛 ti丿フラワーi ㎏ 153 －:-i、１－Ｉ．９ 159 15.J 153 151 154 】54 15S) 156 138

即席ラーメン 山iili －　「 54 士　Ｄ ４ .■!.≪ r.4 52 51 54 52 54 54 54 54

み　　そ こ匹友　l t^B I'Jfl- 1.5 ・　０ 215 2m 20H 20H 212 207 20S 21)1 202

しよう油 キ・コ― マン-- ／ク　　1 ki! :!54 + 2,R 十7.2 2卯 2i(＼ 251 240 201 250 2冊 244 247

てんぷら油 l味ぴ皿●ヽ■タ
　　　　　4ftOK 187 + LI ÷2.71! 191 161 18Z 193 185 188 184 195 185

牛　　孔 1,OUOBt 2】4ｔ　ｏ －4,0 ■ 221 236 217 219 214 223 212 215 2H

インスタント
コーヒー ネスカフェ150 e 989 + 0､4 ＋2.0 ・978 941 971 D70 <I58 967 aB3 97Z a85

砂　　糖 I-.白袋入U㎏ 238 + 5.K ＋･I.K ! 227 222 222 222 220 319 226 229 225

と　う　ふ １丁ぼ0 45l>g) 76 ＋2.7 －1.3 76 77 76 76 74 7il 78 79 74

卵 M( 1 俣I57--63≪ )
'- ' ク　10(1*1入 201 ＋fi.2 ＋26.'! 161 156 169 161 204 190 220 251 191

。
Ｉ
Ｉ
．
４
４
．
。
’
。
４
４
ｑ
4
．
1
J
：
尋
１
１
１
ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
’
Ｊ
．
。
ｊ
‐
ｌ
ｌ
ｌ
．
・
・
、
い

走
る
県
政
教
室
に
。
・
裂
ず

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
べ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ
４
｀
や
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｄ

西
三
河
事
務
所
　
豊
2
3
－
1
2
1
1

　
愛
知
県
で
は
、
皆
さ
ん
に
県
の
施

設
を
見
学
し
て
い
た
だ
き
県
政
に
対

す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め

観
光
バ
ス
に
よ
る
走
る
県
政
教
室
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
日
時
お
よ
び
出
発
場
所
　
４
月
2
5

日
（
金
）
　
午
前
９
時
3
0
分
～
午
後

４
時
1
0
分
（
西
三
河
事
務
所
　
受
付

午
前
９
時
2
0
分
～
９
時
3
0
分
）

　
コ
ー
ス
名
　
岡
崎
発
コ
ー
ス

　
募
集
人
員
　
5
0
名

　
対
象
　
一
般

　
費
用
　
無
料

　
見
学
施
設
　
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
４

岡
町
）
、
陶
磁
資
料
館
（
瀬
戸
市
）

　
応
募
資
格
　
県
内
に
住
む
満
1
8
政

以
上
の
か
た

　
応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に
「
（
い
○
発

コ
ー
ス
）
と
明
記
し
、
住
所
、
氏
名
。

年
齢
、
職
業
、
電
話
番
号
を
記
入
し

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

　
申
込
期
限
　
４
月
Ｈ
日
（
金
）
当

口
‥
消
印
有
効

　
申
込
先
　
西
三
河
事
務
所
総
務
課
、

県
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
ナ
ー

〒
４
４
４
　
明
大
寺
本
町
１
の
４

き
2
3
1
1
り
乙
１
１

　
参
加
者
決
定
　
募
集
人
貝
を
越
え

た
場
合
は
、
抽
送
の
う
え
決
定
し
、

応
募
者
全
貝
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　（現　<＼.）　　　　　　（変史後）

岩津地区If)- 8 ×××→45- 7×χ×

'ilC^'Af岨£AK－≪ V y V→以－’^ V V V

籐岩津・常磐地区の１部の電話番号が

　３月19日(水)午前11時より変わります。
{圀＆曹却轡妊昌｀＼



きざかお市政だよ－17－　昭和55年３月15日

岡
崎
岩
津
土
地
区
画
整
理

組
合
の
事
業
計
画
書
の
縦
覧

開
発
指
導
課
　
豊
2
3
－
６
2
６
６

　
縦
覧
日
時
　
昭
和
5
5
年
３
月
2
1
口

～
昭
和
5
5
年
４
月
３
ロ
　
午
前
８
時

3
0
分
～
午
後
５
時

　
縦
覧
場
所
　
岡
崎
市
役
所
開
発
指

導
課

図
書
館
だ
よ
り

図
書
館
　
　
豊
5
1
－
2
２
５
1

　
第
４
回
子
づ
く
り
絵
本
「
金
の
り

ン
ゴ
の
会
」
作
品
展
示
会

　
テ
ー
マ
　
う
た
の
絵
本
・
于
作
り

カ
レ
ン
ダ
ー
等

　
期
　
問
　
４
月
２
日

月
６
日
（
日
）

（
水
）

Ｉ
４

場
　
所
　
図
書
館
―
階
ロ
ビ
ー

岡
崎
街
道
踏
切
を

ご
利
用
の

　
皆
さ
ん
へ

　
県
道
岡
崎
西
尾
線
（
岡
崎
市
大
和

町
地
内
）
と
交
差
す
る
国
鉄
東
海
道

本
線
踏
切
（
岡
崎
街
道
踏
切
）
の
拡

幅
改
良
工
事
に
伴
な
い
、
来
る
３
月

2
4
日
（
月
）
か
ら
３
月
3
1
日
（
月
）

ま
で
通
行
止
に
な
り
ま
す
の
で
、
下

図
の
通
り
う
廻
し
て
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
路
線
バ
ス
は
束
岡
崎
か
ら
牧
内
聞

は
運
転
し
、
牧
内
か
ら
西
尾
間
は
運

転
を
休
止
し
ま
す
の
で
、
沿
線
の
皆

さ
ん
に
は
何
と
ぞ
ご
協
力
を
お
顧
い

し
ま
す
。

　
問
合
せ
先
　
・
国
鉄
、
名
古
屋
鉄

道
管
理
局
　
岡
崎
保
線
区
　
豊
5
1
－

2
1
1
9
　
・
愛
知
県
岡
崎
上
木
事

務
所
工
務
第
１
課
　
ｓ
9
　
　
1
3
5
1

1
　
岡
崎
市
役
所
交
通
安
全
対
策
室

豊
2
3
1
?
£
)
　
Ｃ
Ｍ
　
Ｃ
Ｏ
　
０
０

―
―

！
一
一

位皿図ｉ

　　　、ｇ

　
郵
便
貯
金
現
在
高

　
5
0
兆
円
突
破

東
海
郵
政
局

酋
０
５
２
－
９
７
１
－
９
1
1
1

　
郵
便
貯
金
は
、
本
日
5
0
兆
円
を
突

破
し
現
在
商
は
5
0
兆
２
４
４
億
川
と

な
り
ま
し
た
。
郵
便
貯
金
は
、
国
営

の
貯
薔
機
関
と
し
て
明
治
８
年
以
来
、

１
０
０
余
年
に
わ
た
り
、
国
民
の
皆

さ
ん
に
簡
易
で
確
実
な
貯
薔
手
段
と

し
て
あ
ま
ね
く
利
用
さ
れ
、
そ
の
経

済
生
活
の
安
定
と
福
祉
の
増
進
に
貢

献
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
国
民
の

皆
さ
ん
の
幅
広
い
ご
支
援
を
得
て
、

こ
の
た
び
そ
の
現
在
高
が
5
0
兆
円
を

超
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

東
海
財
務
局
豊
橋

　
　
出
張
所
の
閉
庁

東
海
財
務
局

き
０
５
２
－
９
５
１
－
1
７
7
1

　
東
海
財
務
局
豊
僑
出
張
所
は
、
昭

和
2
　
1
年
開
設
以
来
、
国
有
財
産
の
管

理
お
よ
び
処
分
業
務
を
取
り
扱
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
本
年
３
月
Ｉ
Ｕ

付
を
も
っ
て
、
本
局
に
統
合
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
同
出
張
所
が
収
り
扱

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
業
務
は
今
後
本

局
（
管
財
部
直
轄
財
産
第
３
課
）
で

行
い
ま
す
。

　
（
〒
４
６
０
　
名
古
屋
市
中
区
３
の

丸
３
丁
目
３
－
１
）

ぶ
　　4月の｀-●●喝

　　爾建だより

F

昭和55年度

犬の登録と春の狂犬病予防注射

　昭和55年度犬の登録受け付けを、岡崎保健所が実施す

る春の狂犬病予防注射と同時に行いますから、生後91日

以上の犬を飼育しているかたは、忘れずにもよりの会場

にお出かけください。なお、新しく犬を飼ったかたは、

通知書がなくても受け付けますので、次の会場で登録と

注射を済ませてください。

　受ける犬　生後91日以上の犬全部

　料金　登録料= i頭i,500円　注射料等＝l頭1.300円

日　程　表　（第１次）

日　　　　　　時　　　　　場　　　所

4月

　2 a

　附

午fin10時～11時30分　;:;l;
会館下の吼駆場

公民館

午後1時30分~３時30分　　詣認で‰,ゅ｡

３日閑

午前io時～11時30分　　昌に貿瓢で篇゛

午後１時30分- 3時30分　　器に農¨゛

4 日吻

午前o時- 11時30分　大西町白鳥神社

午iiiiio時～11時　　Jiij日町朝日公民館

午後１時30分- 3時30分　　詣芯;忽毘

7 a卯

午前10時- 11時30分　伊賀町愛宕小学枚

午後i時30分～ｊ

午後2時30分- 3

吟30分　福岡町柵岡会館

吽　　保ほ町保母公民館

S30分　岡町法泉寺

８日肉

午前lO時- 11吽30分　　悶顎:訟¨゛

午筏1時30分- 3時30分　　淵混:;昌゛

９日{昶

午前10時~11時30分　　　雷澗:‰

午後1時30分～３時30分　;;;;;
公会堂

崎保健所

10日困
^mio＼･か-umo^　　まご,昌ぽ
午後１時30分～3時　　岩津町葵農協岩冲支所

午後3時10分-3時30分　恵田町忠ii小学杖

n日吻
午fliJlO時- u時30分　滝町葵農協常磐支所

午後i時30分～３時30分　井内町六ツ美農協井内支所

14日(励

午前10峙- 11吽30分　　§器;nrl゛

午筏i時30分～3啼30分　矢作町矢作農協本所

午後１時30分～２時　　秦梨町秦梨小学校

午後２時20分-3時10分　茅原沢町茅原沢呻社前

午後3時20分～３時･10分　蓬生町蓬生公民館

次のページへ続く



小児マヒ予防経□

生ポリオワクチンの接種

－18－

(犬の登録と春の狂犬病予防注射)

日　　　　　時　　　　　川　　所

15日出

午前io時- 11時30分　;7;;:t?ﾑにｼﾄﾞ西｝

午後i時30分～3時30分　藤川町伝誓寺

Itil3出

午前lO畔～11時30分　矢作町矢作農協本所

ipigiぉ,ぉゃな･ゅぺ:;ここに二‾

17日附

午(itJio峙~ n啼30分　川大寺町市立図 !}館

午後i吽30分~3畔30分　ごmmに?連絡所）

18日吻

午IJillO吽~ 11時30分　;ごなにド

午後i時30分～３時30分　大平町大平支所

午mi時30分～2時　　田口町田口公尺館

午後2時30分～２時50分　安戸町常磐束小学枚

午後３時10分~3時30分　大柳町大同公民館

19日･J 午加10時～11時30分　　中之郷町中之郷公民鰍

21 HO!)

午BillO時- 11時30分　本宿町東部農協本宿支所

午後１時30分- 3時30分　おコ‰

22日出

午fiiflO時～]llli!F30分　　ａ々町a々公尺館(七所神社)

午後１時30分~ 3時30分　中町中四公民館

午後１時30分～2時30分　奥殿町貰農協奥殿出張所

午後２時40分-3時　　宮石町営石郵眺局前

午後３時20分～*>時30分　渡通津町説教所前

24日困
午fi'/io時～u時30分　大和町矢作農協牧内支所

午後i時30分～３時30分　大和町矢作農協牧内支所

25日吻

午前io時- 11時30分　ぐ器昌≒｡。

午筏１時30分- 3時30分　鰍諾レター

2c日山 午前o時~ n時30分　中町中四公民館

28日(11)

午mo時　~11時30分　m;;m;門公尺館

午後1時30分- 3時30分　;;;‡:j77
館

mam 午前o時~ 11時30分　康生通西m崎似随所

耳の愛護について
岡崎市医師会

該当者　①昭和54年中に出生した幼児　②昭和53年以前

　　　　に出生した4歳未満の幼児で接極（2 回）を受

　　　　けていない幼児

料　金　無料

日　程　表　　　　　　（保健課保健係　豊23－ 6180)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一一一　－

月日 時　　　間 鳩　　所

４月１日図
午ii!;io時　～u時30分 本介学区公民館

午後１時30分- 3時30分 東部市民センタ-

４月2 日m
午加IO吽　-11時30分

午後１時3( 分～3時30分
矢作市民センター

4 )l 3 日m

午前o時　～11吽30分 岩津市民センター

午後１時30分- 3時3( 分 細　Ill　小　学　校

午後1 時3}分- 3吽30分 fi　Ill　小　学　杖

4 月4 a勿
午前lO時　～11吽30分

午後】時30分～3峙30分
ほ{■老人傑健センター

4 月7 EHIi)
午iii/10時　～I1時30分

午後i時30分～３時3( 分
鴨旧町尺会館

4 1･j8 出処
午前10時　～11峙3()分

午後l時30分～３時30分
岡　崎　支　所

4 月9 日俐
午iiiiio叫　~u時30分

午後１時30分～3時恥分
六■■/芙市民センター

４川10 川蜀
午前iO時　-11時30分 福　岡　会　館

午後] 時:jり分- 3時30分 太　陽　の　峨

４月11 H吻
午的n 時　-II時30分 常　磐　小　学　校

午後i 時3U分～３時30分 ■7i 働文化会館

４川4 BO))
午iiijio時　～II時昶分

乍後1時30分～3時30分
笑　合　公　民　館

４月15日肉
午tiUio時　～u時30分 城　北　公　会　堂

午後l時30分～3時30分 勤　労　会　館

４川1(>日出
午i削o時　～11時31)分

午筏i時3l>分~z時30分
矢作市民センター

４月17am
午rlTio昨　～u時30分

午後１時30分-3時30分
障子老人保健センター

当日は、休温を測定し、ほ子健康手帳を持参して下さい。

相談内容　市保健婦による保健指導・血圧測定・検尿・

　　　　　乳児相談、その他

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　023－6084）
　　　　-‥一一　-　　　　　　　--一一‥･

日 時　　　　間 場　　　所

18日吻
午前９時30分～11時30分

岩津市民センター
午後1 11れ0分～３時30分

25口吻
午前９峙30分～Ｕ峙30分

市ｯ美市民センター
午後１峙30分～3時30分

　私たちは、生活環境の中で発生するいろいろな音の刺

激を、自然に受け入れて生活するリズムを備えています。

噫こえは、視覚とともに、日常生活にきわめて大切な感

覚器であることは中すまでもありません。毎日、休みな

く働いている耳の機能を１年に１度チェックし、「自分

の耳を大切にしよう」あるいは「耳の不自山な人々を理

解しよう」等、いたわりの気持ちを新たにしましょう。

　最近高齢化社会の到来で、お元気なお年寄りが増えて

います。中には4こえだけが不自由で、捕聴器を頼りに

生活を楽しんでいる老人をよく見かけます。

　補聴器をかけたお年寄りとお話しする時には、まず、

呼びかけをして、その後で用件をお話しするようにして

下さい。老人には、ゆっくりと、ハッキリした口調で話

しかけることが大切です。
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場　所　母子老人保健センター

　　　　（伊賀新町　働く婦人会館隣り021－4825）

日　程　表　　　　（保健課健康管理係　公23－6084）

腫別 日　　時 内　　　容

嘉なね

　　８　a (

午前10時~Il
午筏1時- 2昌

iflUl:測定検尿
傑健指導

　　22日(■X)
午前io吽～n時30 分
午後l時-2時30分

ifllliiilHI定検尿
保健指導

医師の検珍I午後のみ）

=蓼お母さんと赤ちゃんの鯉康のためにぜひお受けくださ

　り＼

誉1回目の教室は妊娠と気づいたらできるだけ早くお受

　けください。

持参するもの　母子健康手帳(なくても可)、筆記用共

受　講　料　無料　時間　午後１時

日　程　表　　　　(保健課健康管理係　き23－G084)

回 日 場　　所 対象 内　　　　容

１

回

日

３日田 岡崎保健所
妊ま

娠で

7の

力か
Ｈた

妊娠中の異常・恥曼・肉の

衛生･妊娠中闘の日常生活･

-C-と休の準備と赤ちゃんの

衣類の選びh'・映画17剛ね 青少年センター
太叫の峨

２

回

目

10日困 岡崎保鯉所
妊以

娠降

８の

力か

)]た

妊娠後川の日常'iiifi ■人院
の時川?:心隋え・赤ちゃん

の観察と収り扱いおよび入

浴・母子保勉制度24日團 青少年センター
太陽の峨

対

注

場

日

象

意

所

程

昭和52年３月生まれの子供

母子健康手帳持参、尿検査を実施します。

岡崎保随所（康生通西３の30　き22-2501）

表

日 受付時間 対象学区

１日

(幻

午後１時～

　　　２時30分
井田、美合、竜谷．藤川、緑
丘、梅園

８日

図

午前9時～

　　　10時30分
矢作(東・西・南・北）

午後１時～
　　　２時30分

羽根、岡崎、愛宕、岩汁、常

磐.常磐南･束､糾川､奥殿､忠田

15日
㈹

午後l時～
　　　２時30分

大樹寺､六名乱m､大門､辿尺

22 日
　(幻

午前９時～

　　　10時30分
三鳥、六ッ美（北・中・南）
城巾、竜美ll

午後１時～
　　　２峙30分

忖

)l

石、広幡、秦梨、山中、男
、本宿、生平

市政だより お　か　ざ　き

１　保健婦の育児相談を受けるかた

　Ｏ受付時間　午前10ll.'j=～ll時30分

　Ｏ内　　容　休重・身長測定・育児・栄養相談

２　医師の診察を行う対象者

　o 3～４ヵ月の乳児および４ヵ月以後で初めて受診さ

　　れるかた

　〇受付時間　午後i時～２時

　Ｏ内　　容　医師の診察・体重・身艮測定・育児・栄

　　　　　　　養相談

３　母子手帳・うすいバスタオルを必ずご持参ください。

※　４月より一部の地区の会場を変更しましたのでご留

　意下さい。

日　程　表　　　　（保健課鯉康管理係　容23 - 6088）

LI 場　　　所 区　　　域

1 iJ(刈 青少年センター(太鵬の峨)
　　　(ilJI大､J=本町)

三島・城南学区

15i.[(幻 六名一辿尺学区

9 日俐 ほ子老祐ぎ認Jンター

　(働く婦入会館瞬り)

升･田・mi・広幡学区

le田w 人尉ぷ･大門学区･常磐地区

18日剛 勤　労　会　館 眼町･梅園･男m学区、河合地区

Z 削吋 南　部　公　会　堂 岡崎・羽田学区

25 日図
矢ft: 市民センター

･r<作南・北学区

4 urn 矢作束・西学区

22日{■W 笑　合　公　尺　館 美作･屯谷･縁丘・藤川学区

８日㈹ 本宿町M lU 病院 本宿・山中学区

lO日困 岩津市瓜センター 岩津･恵Ill･細川･奥殿学区

15日{･心 六ツ芙市尺センター 六ッ美地区

14日in) 岡崎市医師会館 竜処丘学区

11 u哨 福　川　会　館 柚iiKi学区（叫数川のみ）

※皆様の各地区に婦人民生児童委貝のかたがおられます。妊

　娠中･分娩･育児等でお困りのかたは気軽にご相談ください。

Ｏ受付時間　午後１時～2 11$

Ｏ内　　容　医師・歯科医師の診察・身休測定・育児・

　　　　　　栄養相談

Ｏ持参するもの　母子鯉康手帳

日　程　表　　　　　（保健課健康管理係　023－6084）

日 場　所 t-i Hi 尼 区　　埴

3 日哨
｢?」了老人
保健センター

昭f1i53年lOJ-l生
愛宕・井川・川磐・大
門一人田ふ学区

7 日(月)

勤労会館

岡崎・羽田・醐閥■ 根
石・男111学区

21日iH)
六名・三島・連尺・縁
丘・河合学区

28日剛
竜美ヶ丘・山幡・城南
悔m・笑合学区

17 日
矢作市民

センター
矢作地区

24 剛羽
東Sli <¶瓜
センター

川和r>3年９川

　　　Ｓ　　生昭fli5:i年U)J1
東乱地区

※六ッ美地区、岩津地区は５月に行います。

※指定日に都合の悪いかたは、１才8 ヵ月までに最寄の

　会場で受けて下さい。



休日緊愚繊直医師

昭和55年３月15日

突発急患者のための

休日・夜間診療は急病の人のため　休日・夜間の急病はまず「かかりつけの医者」へ４月の

r7
皿皿皿Z圃

　中央病院
　　　(康生南)
　　022－7505

皿皿u■

　浅井医院
　　(康生束)
　　き22一5467

皿皿皿£皿

　牧野医院
　　　(A幡1)
　　き21-0348

皿

　小林医院
　　　（連尺3)
　　豊21－1677

｜

当：

年

岡il
崎時

If

斟

で

I二乱吠
士．田医院

　　（幸田）
き幸田２一〇〇62

志賀医院
　(中鵬)
　魯43－2015

伊藤医院
　　(定国)
　魯43－2678

浅井医院
　　(幸圃)

公幸田2－0010

I 83

　医院
　作）
－2728

稲垣医院
　　(大f1l)
　魯3I－3827

増E!
　(タ
　酋3

　医院
　作）
－2730

長坂病院
　　(矢作僑)
　魯31－3170

椚井医院
　　（矢作）
　き31－2036

3

≒3 　医院
　作）
－2728

伊曝医院
　　(西大友)
　魯31－7107

大堀医院
　　(-i- 頭)
　き31－3688

艮坂鵬院
　　(X-作檎）
　031-3170

宇野病院
　　いい岡崎)
　魯24－2211

051-285

ｸﾞ 吉村病医
　　　(柱)
　魯51－1895

加藤病院
　　(明大寺)
　酋21－3251

内田病院
　　(康生[*J)
　豊21－5171

村Jl
　(-1
　tS2

　医院
王2)
－4511

[3

こ53-1 　院
）
28

伊藤医院
　　(西大友)
　031－7107

大堀医院
　　(宇頭)
　魯31－3688

大竹医院
　　(明大寺)
　酋22－1449

宇野病院
　　（中岡崎）
　豊24-2211

　り　中野医院ｌ　

（本町3）
　　　　酋22－0261

中西医院
　（伊賀7)
　魯22－3581

渋谷医院
　(鴨田)
　酋23一〇169

黒田医院
　　(羽根)
　き52－0453

岡　田医院

　　（六名）　n53－8292

I“jlﾌﾟ
小島医院

　　(松本い　a23－3381

鍋田医院
　　（中島）
　043－2046

鈴木医院

　　(幸ni)ａ幸田2－4612

矢藤医院
　　(能見)
　さ21－0641

ｌ歯科医師会館　（六供町三本松18の１　六供浄水4nl,・）g21－o5ol潔器;:は二混

い
て
は
、
各
家
庭
で
家
族
の
か
た
と

い
っ
し
よ
に
加
入
し
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、

◆
保
険
料

　
　
一
人
３
６
０
円
で
す
。

　
た
だ
し
、
次
の
か
た
は
半
額
で
す
。

生
活
ほ
護
世
帯
、
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
者
、
療
育
手
帳
所
持
者
、
遺
児

7
0
歳
以
上
の
老
人
（
昭
和
5
5
年
５
月

１
日
に
満
7
0
歳
に
な
ら
れ
る
か
た
を

含
む
）

◆
保
険
期
間

　
　
昭
和
5
5
年
５
月
１
日
～
昭
和
5
6

　
年
４
月
3
0
日

◆
申
込
み

　
　
４
月
１
日
か
ら
受
付
開
始

◆
申
込
方
法

　
　
町
内
会
を
通
じ
各
家
庭
に
申
込

　
用
紙
が
配
布
さ
れ
ま
す
の
で
、
加

　
入
申
込
書
に
保
険
料
を
添
え
て
各

　
町
総
代
さ
ん
、
市
民
課
ま
た
は
各

　
支
所
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
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